
開かれた病院目指し
　11月9日（日）、「赤磐市民病院フェ
スタ2008」が開かれ、約100人の来
場者でにぎわいました。
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広報あかいわ
No.45（平成20年12月1日）

赤磐市の人口（11月1日現在）
　●人口…45,332人（±0）
　●男…21,677人（−9）　●女…23,655人（＋9）
　●世帯数…16,582世帯（＋18）

（　）内は10月1日との差

2
赤磐の秋を満喫
　〜あかいわ祭り〜

4
特集／みんな安心して暮らしたい
障害者週間＜12月3日〜9日＞

9

人権コラム㉖「人権週間に思う」

赤磐市高齢者保健福祉計画・介護保険事業
計画（素案）パブリックコメント（意見募集）

10 公民館へ行こう

12 ズームアップ図書館

13 人「永瀬清子の詩を読む㉑」

暮らしのカレンダー

16 スポーツ・トピックス

17

わたしのあなたの健康㊹
歯の健康シリーズ・第8回

「不要になった義歯（入れ歯）を役立てましょう」

18
市立幼稚園園児募集
保育所入所希望者募集

20
情報BOX

「年末年始のごみ収集」ほか

24
読者のページ
栄養委員の一口メモ「だて巻き」

26

まちのわだい
「自分の身を守るために夜行タスキと早 

めのライト―交通安全啓発活動―」ほか

28
ふるさとの史跡探訪㊹

「別所古窯跡―須恵器づくりの窯―」

CONTENTS

　
十
一
月
三
日（
月・祝
）、赤
坂
フ
ァ

ミ
リ
ー
公
園
で
あ
か
い
わ
祭
り
が
開

か
れ
、市
内
外
か
ら
約
一
万
二
千
人

の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、各
種
団
体
の
五
十
を

超
え
る
テ
ン
ト
が
軒
を
連
ね
、特
産

品
、焼
き
鳥
、綿
菓
子
な
ど
が
販
売
さ

れ
、ど
の
テ
ン
ト
も
行
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、市
内
の
郷

土
芸
能
グ
ル
ー
プ
七
団
体
が
登
場

し
、和
太
鼓
や
踊
り
な
ど
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披

露
。ま
た
、歌
謡
シ
ョ
ー
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
も
あ
り
、人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

赤
磐
の
秋
を
満
喫 

〜
あ
か
い
わ
祭
り
〜

●
最
優
秀
賞
受
賞
お
め
で
と
う

　
～
吉
井
中
学
校
　
是
松
有
紀
さ
ん
～

　
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」全
国
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
で
、吉
井
中
学
校
三
年
の
是
松
有
紀
さ
ん
の
作
品

が
、中
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

是
松
さ
ん
は
、「
一
生
懸
命
制
作
し
た
作
品
が
認

め
ら
れ
て
大
変
嬉
し
い
で
す
」と
受
賞
の
喜
び
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。
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　『
障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
支
援

に
向
け
て
、障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計

画
の
策
定
の
も
と
、啓
発
活
動
や
交
流

事
業
等
を
推
進
し
、※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
理
念
の
一
層
の
浸
透
を
図
る
と

と
も
に
、総
合
的
な
相
談
・
情
報
提
供
体

制
の
整
備
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、保

健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、雇
用
機
会

の
拡
大
や
社
会
参
加
の
促
進
に
向
け
た

施
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。さ
ら
に
、※
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。』（「
第
一
次
赤
磐
市
総
合

計
画
」よ
り
抜
粋
）

※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
…
誰
も
が
等
し
く
普

通
の
生
活
を
送
れ
る
社
会
こ
そ
正
常
で
あ
る
と

い
う
考
え
方

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
…
す
べ
て
の
人
が
使

い
や
す
い
施
設
や
建
物
の
デ
ザ
イ
ン

　

ど
ん
な
障
害
の
あ
る
人
で
も
特
別
視

さ
れ
る
こ
と
な
く
、社
会
の
中
で
一
個
人

と
し
て
普
通
に
生
活
し
、社
会
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
理
念
は
、以
前
に
比
べ
定
着

し
て
き
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、障
害
の
あ
る
人
が
生
活
し
て

い
く
た
め
に
は
、ま
だ
ま
だ
妨
げ
と
な
っ

て
い
る
壁
も
多
く
、解
決
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
も
山
積
み
で
す
。そ
の
た

め
に
も「
国
際
障
害
者
デ
ー
」と「
障
害
者

週
間
」は
大
変
意
義
の
あ
る
啓
発
活
動
と

い
え
ま
す
。

　

赤
磐
市
内
で
障
害
を
抱
え
て
生
活
し

て
い
る
人
は
約
二
千
四
百
五
十
人
で
、赤

磐
市
民
の
約
五
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。今

月
は
、地
域
の
中
で
活
動
し
て
い
る
障
害

の
あ
る
人
た
ち
、そ
し
て
、障
害
者
の
自

立
を
支
援
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
機
会
に
、障
害
者
問
題
に

対
し
て
一
層
の
理
解
・
認
識
を
深
め
、す
べ

て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
と

は
何
か
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

みんな安心して
暮らしたい

12月3日「国際障害者デー」・12月3日〜9日「障害者週間」

廃
品
回
収
で
地
域
を
回
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
が
声
を
か
け
る
と
み
ん
な

の
表
情
が
い
き
い
き
と
し
て
き
ま
す
。

特

集
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例
え
ば
、公
共
交
通
機
関
の
割
引
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
手
帳
」の
種
類
、障
害
程

度（
等
級
）な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
公
共
交
通
機
関
の
割
引

　

手
帳
の
提
示
に
よ
り
、割
引
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

◇
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

　

初
乗
り
基
本
料
金
を
市
が
負
担

す
る
制
度
で
す
。（
一
カ
月
二
枚
相

当
）

　

対
象
者
は
、一
年
以
上
市
内
に
住

所
を
有
し
、居
住
し
て
い
る
人
の
う

ち
、住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
人
で
、つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
で
す
。

◦
身
体
障
害
者
手
帳（
一
～
三
級
）、

療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳（
一・
二
級
）の
所
持
者

◦
七
十
五
歳
以
上
の
人

◇
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章

　

交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
限
り
、駐

車
で
き
る
標
章
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

※
赤
磐
警
察
署

に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
本
庁
社
会
福
祉
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
５

◦
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

◦
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

◦
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４

　

障
害
の
あ
る
本
人
や
そ
の
家
族
の

人
で
、実
際
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
よ
う
と
思
っ
て
も
、ど
の
よ
う
な
手

続
き
か
ら
始
め
た
ら
い
い
か
な
ど
分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、「
障
害
」を
公
的
に
証
明
す
る
証

書
と
し
て
の
、「
障
害
者
手
帳
」が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◎「
障
害
者
手
帳
」に
つ
い
て

　
「
手
帳
」は
、次
の
三
種
類
で
す
。

◇
身
体
障
害
者
手
帳（
一
～
六
級
）

　

身
体
に
障
害
が
あ
る
人
に
交
付
さ

れ
る
手
帳

◇
療
育
手
帳（
Ａ
・
Ｂ
）

　

知
的
障
害
が
あ
る
人
に
交
付
さ
れ

る
手
帳

◇
精
神
障
害
者

　
保
健
福
祉
手
帳（
一
～
三
級
）

　

精
神
に
障
害
が
あ
る
人
に
交
付
さ

れ
る
手
帳

精　神
5 割引

—
—
—

＜備　考＞
※等級や乗車券の種類によって、割引率・対象条件の異なる場合

があります。
※「精神障害者保健福祉手帳」については、写真付きの手帳で、

割引実施バス会社を使用した場合のみが対象となります。

療　育
5 割引
5 割引
1 割引

2.5 割引

身　体
5 割引
5 割引
1 割引

2.5 割引

バ　ス
Ｊ　Ｒ

タクシー
航空機

ご
存
知
で
す
か
？

障
害
者
手
帳
制
度

「
手
帳
」を
持
つ
こ
と
に
よ
り

受
け
ら
れ
る
制
度
と
は
？

　
十
二
月
三
日
は
、昭
和
五
十
七
年
に「
障

害
者
に
関
す
る
世
界
行
動
計
画
」が
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
た
日
で
あ
り
、こ
れ
を

記
念
し
て
平
成
四
年
の
第
四
十
七
回
国
連

総
会
で
、十
二
月
三
日
を「
国
際
障
害
者
デ

ー
」と
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
八
日
に
国

際
障
害
者
年
推
進
本
部
が
十
二
月
九
日
を

「
障
害
者
の
日
」と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。そ
の
後
、平
成
五
年
十
一
月
に
心
身

障
害
者
対
策
基
本
法
が
障
害
者
基
本
法
に

改
め
ら
れ
た
際
に
、十
二
月
九
日
を「
障
害

者
の
日
」と
す
る
こ
と
が
法
律
に
も
規
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
国
際
障
害
者
デ
ー
」で
あ
る
十
二
月
三

日
か
ら
我
が
国
の「
障
害
者
の
日
」で
あ
る

十
二
月
九
日
ま
で
の
一
週
間
に
つ
い
て
は
、

平
成
七
年
六
月
二
十
七
日
に
障
害
者
施
策

推
進
本
部
が「
障
害
者
週
間
」と
す
る
こ
と

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
六
月
に
障
害
者
基
本
法

が
改
正
さ
れ
、そ
れ
ま
で
十
二
月
九
日
を

「
障
害
者
の
日
」と
定
め
て
い
た
規
定
か

ら
、十
二
月
三
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま
で
を

「
障
害
者
週
間
」と
定
め
る
規
定
へ
と
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

障
害
者
週
間

十
二
月
三
日
～
九
日

特集・みんな安心して暮らしたい
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太陽の家作業所
赤磐市和田194-1
☎955-8884　　　　
代表者／石丸ますみさん

（NPO法人 太陽の家運営）

★知的障害および発達障害のある人たちが、住み慣れ
た地域社会の中で、働く喜びを感じながら、地域の人々
とともにいきいきと幸せに暮らしていくことを目的とし
た作業所です。

一人一人を大切に
〜自分らしく このまちで暮らしたい〜
　作業所では、通所者が、落ち着いて、自分らしく働く
ことができるように作業工程が細かに工夫されてい
ることに驚きました。
　まず個々の作業スペースが整えられ、自主的でわ
かりやすくスケジュールが示されていること。作業が
やりやすいように、一人一人手作りの補助具が置か
れていることなどです。
指導員さんにお話しを伺いました。
　「太陽の家作業所は『外から見える作業所』を目指
し、積極的に地域に出て廃品回収をしています。地域
の人から『ありがとう』『助かるよ』と声をかけていた
だくことがうれしくて、通所者の大きな励みになって
います。彼らを理解して、協力してくださる地域の人
に心から感謝しています。
　また、障害が重いからできないとあきらめないで、
一人一人を大切にした、きめ細やかな支援をするこ
とで、少しずつできることが増えていくことを実感し
ています。それが自信になり、働く喜びにつながれば
と願っています。
　『今日も頑張った』『できた』と言うときの彼らの笑
顔は、本当にいきいきと輝いています。彼らの笑顔を
見ていると、周りの私たちも幸せな気持ちになれ、元
気になります」と指導員さんが支援への熱い思いを
話してくださいました。

ももっこ作業所
赤磐市河本778-1
赤磐市山陽総合福祉センター内
☎955-0858　　　　
代表者／加藤達朗さん

（NPO法人 赤磐市手をつなぐ親の会運営）

★障害のある人たちが、日常生活での作業や活動、家族
を含めた人と人とのつながりの中で、社会的適応力を
身につけ、自分たちの持つさまざまな可能性と向き合
い楽しみながら働いている地域活動支援センターです。

作業所で明るく作業を！
一人で悩まないで、一緒に話そう
　赤磐市山陽総合福祉センター内にある作業所で
は、男性1人、女性11人の通所者が、結び織りざぶと
んを織ったり、マフラーなどを作ったりと楽しみなが
ら作業をしています。この日も「あかいわ祭り」などに
出品する作品の仕上げに取り組んでおり、また通所
者一人一人が自分の持てる力を発揮し協力しながら
作業をしていました。
　加藤所長にお話を伺いました。
　「今通っている人は、徒歩、自転車、バス、保護者の
車など通所方法はさまざまです。自分の体力に合わ
せて通所しています。
　みんなで作り上げた作品は、障害者団体の手作り
製品の展示販売に参加して活動しています。
　健常者でも友人がいないことや話しができないこ
とはつらい。ましてや障害があるばかりに、環境に恵
まれない人にとっては、みんなが集まれる作業所は
とても大切な場所だと思います。
　そして、同じ障害のある親同士がお互いの知恵を
出し合い気楽に相談しあい手をつないでいく交流の
場でもあります。」
　さらに加藤所長は、町から赤磐市になったことで、
市全体にネットワークを広げ、障害者が前向きに生活
できるような活動を進めたいと熱心に話されました。

▲スプーンの数を間違わないように束にします▲立派な結び織りざぶとんのできあがり

門訪設施
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わかたけ作業所
赤磐市町苅田217
☎957-4690　　　　
代表者／宮田芳野さん

（NPO法人 わかたけ会）

★精神に障害のある人たちが、作業や日常生活を通じ、
自主性を養っていくことにより、社会参加と自立への道
を応援する地域活動支援センターです。

地域から愛される作業所をめざして
「障害」を知り、理解し、足を運んでほしい
　「わかたけ(作業所)では、昼食をみんなで揃って食
べるんです！」と元気に語ってくれたのは代表の宮田
さん。食の大切さを感じ、開所当時より、この取り組み
を変わらず続けています。
　心がけていることは、「元気」と「足を運んでもらう
こと」。
　「元気」とは、通所者と支援員との間で交わされる
元気のキャッチボール。通所者からの元気なあいさ
つや何気ない言葉で、支援員が元気を受け取ったり、
その逆に、支援員から通所者に元気を伝えたりとい
う相互交流を大事にしています。
　また「足を運んでもらうこと」とは、通所者が作業所
に来てくれることであり、また同時に地域の人に足を
運んでもらうことを意味しています。通所者について
は、体調が優れないときでも頑張って作業所に来て
くれたということだけでも褒めてあげたい。どんなと
きでも、作業所で安心して心身を休ませることができ
るようにしたい。地域の人に「障害」について理解を
していただき、足を運んでほしいという思いからで
す。
　地域社会の中で、多くの人からの支えと理解の中
で、一人でも多くの通所者が社会に巣立って行ける、
そんな作業所でありたいと、今日も作業所では元気
な声が飛び交っています。

つつじ作業所
赤磐市周匝99-1
☎954-1838　　　　
代表者／片山一正さん

（わかたけ会：赤磐地域精神障害者家族会運営）

★障害のある人たちが、軽作業をするなど仕事に就け
るような訓練などをしたり、また、同じ悩みを持つ者同
士が励まし合ったりしながら社会復帰を目指していく
作業所です。

「千客万来」、地域の皆さんの暖かい
まなざしが私たちの力
　今年、旧吉井学校給食センターに引越した「つつじ
作業所」では、通所者とボランティアが、自動車部品
のゴム部分を整える細かな作業に没頭。声をかけて
も作業の手は休まりません。
　通所者は、バス、自転車、徒歩で通所。作業日は週
4日（午前9時30分～午後3時）で、自動車部品下請け
作業、アルミ缶回収、季節の行事、バドミントンや卓
球による体力作り、ボランティアとの交流などで過ご
します。
　金曜日の昼食はボランティアと楽しい調理実習。
そのほか、月に1回程度市役所の栄養士や地域の栄
養委員などの栄養指導を受けています。
　休憩時間に、皆さんにお話を伺いました。卓球や
バレーボールが得意な男性、20歳代の2人の女性は
同級生、大のジャイアンツファンの男性、歌が大好き
という男性など、20歳代から60歳代の年も環境も違
う皆さんが家族のように仲良く明るく過ごしています。
　「みんな作業所へ来るのが楽しいのでしょう。笑
顔・笑い声あふれる作業所です。千客万来、地域の皆
さんとの交流が進み、社会へ溶け込むことができると
うれしいです」と森岡指導員が話してくださいました。

▲間違わないように丁寧に封入作業▲細かな作業は得意。みんな一心不乱に。

特集・みんな安心して暮らしたい
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現
在
、市
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
会

員
数
は
四
百
九
十
六
人（
山
陽
百
八
十
三

人
・
赤
坂
七
十
八
人
・
熊
山
三
十
七
人
・
吉

井
百
九
十
八
人
）で
す
。赤
磐
市
在
住
で
、身

体
障
害
者
手
帳
所
持
者（
等
級
不
問
）で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。ま
た
、

連
合
会
の
賛
助
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。入
会
し
て
一
緒
に
活
動
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
年
間
活
動
内
容
】

▽
会
員
相
互
の
研
修

▽
自
立
更
生
の
た
め
の
相
談
受
付

▽
障
害
者
福
祉
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
啓
発

▽
会
員
の
社
会
参
加
の
促
進

　
○
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

　
○
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
へ
の
参
加

　
○
重
度
身
体
障
害
者
慰
問
品
の
配
布

　
○
役
員
研
修
の
開
催

　
○
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
の
開
催

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　
○
事
務
局（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
○
山
陽 

☎（
９
５
５
）８
８
７
７

　
○
赤
坂 

☎（
９
５
７
）２
３
３
４

　
○
熊
山 

☎（
９
９
５
）２
３
３
６

　
○
吉
井 

☎（
９
５
４
）２
５
３
３

障
害
者
の

　
　
皆
さ
ん
へ

　市身体障害者福祉連合会会長、市社会福祉協議会
会長、市行政改革審議会委員などを務めています。
　「生涯、人のお世話ができたら」と毎日のように身軽
に飛び回っています。とても体が不自由とは思えない
石原さんですが、障害があることで困ったこともあり
ました。
　「そんなときこそ身体障害者福祉連合会に入って、
仲間を増やし、情報を共有してみませんか」と呼びか
けています。

　心臓手術をして20年ほど。障害者となってから岡山
県認定農業士東備地区の会長を務めるなど、先頭に
立って農業（ぶどう作り）の世話をしてきました。
　「ぶどう作りがいきがいです。元気なのは、農業をし
ていることと、主治医の言うことを守っているからでし
ょう」と話されます。
　現在、熊山地区身体障害者福祉協会の会長を務め
ています。

　「天気のいい日は、午前中ゲートボールとグランド
ゴルフを楽しんでいます。市外の試合に出て、優勝
したこともあります。だいたい昼からはテレビを見て、
夕方4時ごろからは近所の散歩。家でじっとしているよ
り外へ出ているほうが楽しい。」と、とても障害がある
91歳とは思えない元気さです。
　これは、魚より肉が好きという食生活に秘けつがあ
るのでしょうか。

　5歳と40歳のときに大けが、そして、3年前に大病を
患った大月さんですが、数々の障害を乗り越え5反の田
畑に稲と野菜を作っています。
　「子どもたちが、家で作った米がおいしいと言ってく
れますから頑張れます。」
　取材した日は、吉井地区身体障害者福祉協会軽スポ
ーツ大会の前日。黙 と々準備を進める大月さんでした。
　現在、吉井地区身体障害者福祉協会の副会長を務
めています。

ス
ポ
ー
ツ
を

　
楽
し
む
日
々

　
　
　
大
口
　
章 

さ
ん

　
　
　
　
　（
九
十
一
歳
・
由
津
里
）

障
害
に
勝
つ

　
　
　
石
原
　
徳
夫 

さ
ん
　
　

　
　
　
　
　
　（
八
十
二
歳
・
穂
崎
）

け
が
や
病
気
を

　
　
乗
り
越
え
て

　
　
　
大
月
　
康
平 

さ
ん

　
　
　
　
　
　（
八
十
四
歳
・
広
戸
）

ぶ
ど
う
作
り
に
情
熱

　
　
　
蒲
本
　
一
雄 

さ
ん
　
　

　
　
　
　
　
　（
七
十
四
歳
・
稗
田
）

特集・みんな安心して暮らしたい赤磐市身体障害者福祉連合会会員インタビュー
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人
権
週
間
に
思
う

今
年
も
人
権
週
間
が
十
二
月
四
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　
一
九
四
八
年
十
二
月
十
日
に
、
国
連
総
会

で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
こ
の

日
を
記
念
し
て
「
世
界
人
権
デ
ー
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
が
国
で
は
、
こ
の
「
人
権
デ
ー
」
を
最

終
日
と
す
る
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
意

識
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
全
国
各
地
で

行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
て
、
本
年
度
は
記
念

す
べ
き
六
十
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
、
家
庭
や
職
場
な

ど
で
「
人
権
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
誰
し
も
、
「
人
権
」
や

「
差
別
」
は
、
自
分
に
は
関
係
な
い
、
人
ご

と
だ
と
考
え
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
日
常
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
人
権
問
題
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
な
に
げ
な
く

受
け
入
れ
て
い
る
習
慣
や
思
い
込
み
、
例
え

ば
、
「
お
茶
を
入
れ
る
の
は
女
性
の
役
割
」

と
い
う
意
識
も
偏
見
や
差
別
の
ひ
と
つ
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
差
別
」
を
受
け
、
嫌
な
思
い
を
し
た
人

が
、
「
差
別
」
に
荷
担
し
て
し
ま
う
こ
と
だ

っ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
私
は
差
別
を
し

な
い
」
と
考
え
て
い
る
人
は
、
か
え
っ
て
差

別
が
見
え
な
く
な
り
、
無
意
識
の
う
ち
に
差

別
す
る
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
、
「
誰
で
も
、
常
に
差
別
を
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
自
覚
す
れ
ば
、
差
別
が
見
え

出
し
、
関
心
が
芽
生
え
、
差
別
が
放
っ
て
お

け
な
く
な
る
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
「
自
分
自
身
に
人
権

が
あ
る
の
と
同
時
に
、
相
手
に
も
人
権
が
あ

る
」
こ
と
を
意
識
し
、
絶
え
ず
人
権
に
向
き

合
う
こ
と
が
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
実

現
の
た
め
の
近
道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
赤
磐
市
で
も
、
人
権
週
間
中
に

「
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
す
る
と

同
時
に
、
人
権
擁
護
委
員
と
連
携
し
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。
常
に
人
権
に
向
き
合
う
気

持
ち
を
持
ち
続
け
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
難

し
く
考
え
が
ち
な
「
人
権
」
に
つ
い
て
、
気

軽
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
赤
磐
市
で
は
現
在
策
定
を
進
め
て
い

る
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、計
画
素
案
に
対

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募

集
）を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
計
画
と
は

　
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
八
の
規
定

に
よ
り
作
成
す
る
も
の
で
、高
齢
者
の

福
祉
全
般
に
関
す
る
計
画
で
す
。

■
介
護
保
険
事
業
計
画
と
は

　
介
護
保
険
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に

よ
り
作
成
す
る
も
の
で
、介
護
保
険
の

給
付
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み

な
ど
を
定
め
る
計
画
で
す
。

【
意
見
提
出
対
象
者
】

　
市
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
人

【
計
画
の
閲
覧
】

①
赤
磐
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

②
窓
口
で
の
閲
覧

　
○
本
庁
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

　
○
各
支
所
健
康
福
祉
課

【
意
見
の
募
集
期
間
】

　
十
二
月
一
日（
月
）～

　
十
二
月
二
十
六
日（
金
）　　
　
　
　

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
指
定
の
意
見
提
出
用
紙（
本
庁
介
護

保
険
課
・
各
支
所
健
康
福
祉
課
へ
備
え

付
け
）に
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
と
本
件

へ
の
意
見
を
記
入
の
上
、郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ・持
参
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
提
出

で
き
ま
す
）。

※
意
見
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、次
の

こ
と
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
に
は
応

じ
か
ね
ま
す
。

○
ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
。　　

○
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
住

所・氏
名・連
絡
先
を
除
き
す
べ
て
公

開
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ・意
見
の
提
出
先
】　　

　
本
庁
介
護
保
険
課

　
☎（
９
５
５
）１
１
１
６

　
FAX（
９
５
５
）１
１
１
８

　
〒
７
０
９
―
０
８
９
８

　
赤
磐
市
下
市
三
四
四

　
赤
磐
市
役
所
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

赤
磐
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画（
素
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）
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★フラワーアレンジ～クリスマスアレンジ～
　生活に潤いや癒しを与えてくれる「花」…クリスマスを
フラワーアレンジで飾りませんか？
■日　時　12月19日（金）
　　　　　19：00～21：00
■講　師　河内　ゆかり
■対　象　一般
■定　員　20人
■参加費　１,５００円
■申込期間
　12月1日（月）
　～12月9日（火）

★そば打ち教室
　そば打ちを体験し、おいしいそばをみんなで味わって
みませんか。
■日　時　1月17日（土） 10：00～13：00
■講　師　数原　健功（新見市そば道場・田舎屋）
■対　象　小学校5年生～一般
■定　員　２０人　　■参加費　700円
■申込期間　12月5日（金）～

★親子クリスマスケーキづくり教室
　もうすぐクリスマス、親子で楽しくクリスマスケーキを
作ってみませんか。
■日　時　12月20日（土） 9：00～13：00
■講　師　安部　千枝子
■対　象　小学校5・6年生の親子
■定　員　親子で8組
■参加費　800円（材料費含む）　
■申込期間　12月3日（水）～

★ドキドキ講座『自然観察会』
　自然大好き人間集まれ。赤磐市内に生息する鳥につい
て観察してみよう。
■日　時　12月23日（火） 9：00～11：00
　　　　　〈雨天の場合は中止〉
■場　所　吉井川河原（赤磐市千躰） ― 水辺の鳥観察
■対　象　なし　　■定　員　30人
■参加費　無料
■申込期間　12月3日（水）～12月22日（月）

★大晦日オールナイト観望会・初日の出を迎える会
　豚汁・甘酒・コーヒー無料サービス（先着100名）やお
楽しみ抽選会もあるよ。家族そろって来てね。
■日　時
　◦12月31日（水） 23：30～〈雨天中止〉
　　大晦日オールナイト観望会
　◦1月１日（木） 5：00～〈雨天決行〉
　　初日の出を迎える会
　　6：00～ 豚汁・甘酒・コーヒー無料サービス（先着100人）
　　8：00～ お楽しみ抽選会
■場　所　竜天天文台公園　　■対　象　なし
■定　員　なし　　■参加費　無料
■問い合わせ先
　金～日曜日は竜天天文台　☎958-2321
　月～木曜日は吉井公民館　☎954-1379

★講座の受け付けは、各館とも
　午前９：００からで、すべて先着順です。

中央公民館主催講座

高月公民館主催講座

熊山公民館主催講座

西山公民館主催講座

吉井公民館主催講座

備
前
広
域
環
境
施
設

組
合
設
立
の
お
知
ら
せ

　

赤
磐
市
は
、備
前
市
、瀬
戸
内

市
、和
気
町
と
共
同
で
ご
み
処

理
を
行
う
た
め
新
し
い
施
設
を

建
設
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
ご
み
処
理
は
、単
独
の

市
町
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
削
減
対
策

や
経
費
節
減
対
策
に
は
広
域
エ

リ
ア
で
行
う
こ
と
が
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
協
議
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

三
市
一
町
の
九
月
議
会
で
、ご

み
処
理
施
設
を
建
設
す
る「
備

前
広
域
環
境
施
設
組
合
」の
設

立
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
の

で
、各
市
町
長
に
よ
り
組
合
設

立
の
協
議
書
が
締
結
さ
れ
、岡

山
県
知
事
に
組
合
設
立
の
申
請

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
備
前
広
域
環
境
施
設
組

合
は
一
部
事
務
組
合
と
い
う
地

方
公
共
団
体
の
一
つ
で
、市
や
町

と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
ち
、

組
合
議
会
も
開
か
れ
ま
す
。

　

組
合
設
立
後
は
、こ
の
組
合

が
中
心
と
な
り
ご
み
処
理
施
設

の
建
設
事
業
の
推
進
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
広
域
環
境
施
設
組
合

　

設
立
準
備
室（
熊
山
支
所
内
）

　

☎（
９
９
５
）１
２
１
１



広報あかいわ（平成20年12月号）11

●中央公民館（下市337 ☎955-0069）　　　　　●赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）
●熊山公民館（松木623 ☎995-1360）　　　　　●吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）
●高月公民館（穂崎848-1 ☎086-229-9777）　●西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）
●山陽公民館（山陽1-10 ☎955-9777）　　　　●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214）

　10月25日（土）から26日（日）にかけて吉井公民
館まつりを開催しました。
　会場では、公民館グループや市民参加者による
生花、俳句、絵手紙、菊、烏城彫、パッチワークなどの
作品がずらりと並べられていました。また、保育園
児・小中学生による絵画の展示もあり場内を華やか
に彩りました。
　26日（日）には舞台発表もあり、コーラスや大正
琴、舞踊、太鼓など多種多様な催しで会場は盛り上
がりました。
　2日間で家族連れら約600人が来場。来場者は、
スタンプラリーや抹茶やあつあつの豚汁なども味わ
いながら楽しいひと時を過ごしていました。

吉井公民館まつり

　市では、行政活動から排出される温室効果ガスの削減を図る
ため、地球温暖化防止活動実行計画を策定し、全職員で地球
温暖化防止に取り組んでいます。
　目標は、平成17年度を基準として平成18年度から平成22年
度までの5年間で、温室効果ガスの量を8.0㌫以上減少させよう
とするものです。
　主な取り組み項目は、電気使用量、公用車使用、燃料使用、そ
のほか間接的要因、建設・設備投資を定めています。
　実行計画の2年目に当たる平成19年度の結果は、温室効果
ガス排出量は9,064,142㌔で、平成17年度9,442,341㌔と比
較して4.01㌫減少しました。〔表1〕

〔表1〕平成19年度の温室効果ガス排出状況（CO2換算）
平成17年度排出量（基準年度） 9,442,341㌔
平成19年度排出量 9,064,142㌔
増減（平成17年度比） －4.01㌫
平成22年度での削減目標（目標年度） －8㌫

　主な要因としては、灯油、重油、ガス使用に伴う排出量・自動
車使用に伴う排出量・廃プラスチック焼却に伴う排出量の減少
です。

　市では、排出量の44㌫を占めている電
気の使用が、平成19年度は5.7㌫増加した
ため、平成20年度も目標達成のため電気
使用について重点的に取り組んでいます。

【具体的な取り組み】
①事務室の冷暖房温度（夏期28度、冬期18度）の適正化を徹
底する。

②冷房時はブラインドなどを利用し日射しを遮る。また、暖房時
は自然光を積極的に取り入れる。

③空調設備の吹き出し口のまわりには不要なものを置かない。
④電気製品を長時間使用しないときや休日などの前日には可
能な限り、コンセントからプラグを抜き、待機電力の削減に
努める。

⑤業務や接客などに支障のない限り、昼休み時間は消灯する。
⑥会議室・給湯室・トイレ・更衣室などを使用していないときは
消灯する。

⑦残業時には照明の不要なエリアを消灯する。
⑧業務終了時最終退出者はＯＡ機器や電気製品の電源を必
ず切る。　　など

（本庁環境課）

赤 磐 市 地 球 温 暖 化 防 止 活 動 実 行 計 画
平成19年度の結果について
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中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10：00〜18：00
　（中央図書館のみ木曜日は
　20：00まで開館）
★はじめて本をかりるとき…
　「利用者登録申込書」に記
　入し、図書館利用者カード
　をつくってください。（免許
　証・保険証など住所・氏名
　が確認できるものをお持ち
　ください。）　
※小学生以下は、保護者が申
　請してください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

利用案内
12月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

　赤磐市内の図書館は午前１０時から午後
６時までが開館時間ですが、中央図書館は週
に１回木曜日だけ午後８時まで開館していま
す。お仕事の帰りにゆっくりとご利用くださ
い。

■日　時／12月20日（土）
　　　　　午前10時30分～11時30分
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■出　演／赤坂まるパンの会
■内　容
　○人形劇「３びきはこぶた」
　　※「3びきのこぶた」のお話をもとにした
　　　オリジナル劇です。
　○若ピーのマジックショー　ほか

　市内全図書館とも
12月28日から1月5日
まで休館させていた
だきます。

■日　時／12月13日（土）
　　　　　午前10時30分～
■場　所／赤坂図書館
■内　容／“おはなしじゅ

うたん”によるクリスマ
スお楽しみ会♪

■一般向け
☆DVD

▶『アイ・アム・レジェンド』
　出演／ウィル・スミス ほか
　ジャンル／外国映画
▶『マイ・フェア・レディ』
　出演／オードリー・ヘップバーン ほか
　ジャンル／外国映画
▶『世界遺産【日本】』全５巻
　ジャンル／芸術

☆CD
▶『ウィンターソング・ポピュラー
　　　～オルゴールベストセレクション～』
 　ジャンル／インストゥルメンタル
▶『グラミー・ノミニーズ2008』
　ジャンル／洋楽
▶『ビューティフル･バラード』
　ジャンル／日本のポップス
　歌／徳永英明

■子供向け
☆DVD

▶『ミッフィーのおたんじょうび』
　ジャンル／アニメ
▶『スイスイ！フィジー！』
　ジャンル／アニメ
▶『レミーのおいしいレストラン』
　ジャンル／アニメ

☆CD
▶『Ｙｏｕ ｇｏｔｔａ Ｑｕｉｎｔｅｔ アレコレ』
　ジャンル／児童音楽
▶『こどものうた ぎゅぎゅっと！１００うた』　
　ジャンル／児童音楽
▶『おかあさんといっしょ 最新ベスト きみのこえ』
　ジャンル／児童音楽

シリーズ⑤ 夜間開館
ここが変わった 新中央図書館

クリスマスお楽しみ会

年末年始休館のお知らせ

ブックんのおはなしかい〈特別版〉

おすすめの視聴覚資料
赤磐市立図書館

■日　時／１２月２０日（土） 午後2時～
■場　所／中央図書館 多目的ホール
　　　　　『みすヾ』（105分）
■内　容／童謡詩人・金子みすヾ の短くも波

　　　　乱に満ちた生涯を描く。
■出　演／田中美里、中村嘉葎雄 ほか

（先着100人）
きらり☆しあたー：おとな版

■日　時／12月13日（土） 午後1時30分～
■場　所／吉井図書館2階 視聴覚室
■内　容／絵本読み聞かせの会“ぐりとぐ

ら”によるクリスマス会。光るパネルシアタ
ーを使ったお話など。みんなでいっしょに
きてね！

お楽しみ会



人hito
【永瀬清子の詩を読む㉑】
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▶
晩
年
は
多
く
の
朗
読
会
に
参
加
し
た
。

　
次
の
と
お
り
朗
読
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日　
時
】二
月
十
五
日（
日
）

　
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

【
場　
所
】く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
赤
磐
市
松
木
六
二
一ノ一
）

【
出
演
内
容
】

◇
出　
演　

　
谷
川
俊
太
郎（
詩
人
）

　
山
根
基
世（
有
限
責
任
事
業
組
合「
こ
と
ば

　
の
杜
」代
表・元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
ス
室
長
）

◇「
第
七
回
永
瀬
清
子
賞
」

　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
受
賞
作
品
朗
読

◇
赤
磐
市
民
に
よ
る

　
　
　
永
瀬
清
子
作
品
の
朗
読
と
合
唱

【
参
加
費
】無
料（
整
理
券
が
必
要
で
す
）

【
申
込
方
法
】

　
往
復
は
が
き
に
住
所・氏
名
を
ご
記
入
の

上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
一
枚
に
つ
き
一

人
）。応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
入

場
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
ご
記
入
い
た
だ
い
た
情
報
は
、朗
読
会
の

入
場
通
知
に
の
み
使
用
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】一
月
十
九
日（
月
）ま
で

　
〔
当
日
消
印
有
効
〕

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　
〒
７
０
９–

０
７
９
２

　
赤
磐
市
松
木
六
二
三

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会 

熊
山
分
室

　
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」係

　
☎（
９
９
５
）１
３
６
０

小
さ
い
水
車
の
よ
う
に

　
―
老
い
た
る
人
の
う
た
―

わ
て
を
お
ど
ろ
か
す
花
の一
枝
を
下
さ
れ

わ
て
の
し
ぼ
ん
だ
眼
が
ぱ
っ
ち
り
開
く
よ
な

う
つ
く
し
い
満
開
の
花
を
下
さ
れ

ま
ん
ず
何
の
と
り
え
も
無の

う
て

た
だ
遠
い
空
の
向
う
を
夢
み
る
ば
っ
か
り
で

山
陰
の
小
さ
い
水
車
の
よ
う
に
働
い
て
い
た

　
わ
て
じ
ゃ

自
分
が
水
を
は
ね
と
ば
す
ば
っ
か
り
で

わ
て
は
蕾
の
一つ
も
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た

　
の
じ
ゃ

い
ま
は
も
う
そ
の
水
車
の
こ
と
さ
え
誰た
ー
れも

　
忘
れ
た
わ

ほ
し
か
っ
た
自
分
の
花
自
分
の
実
は
無
う
て

た
だ
苔
に
ま
ぶ
れ
よ
う
る

じ
ゃ
が
風
の
中
か
ら
聞
え
て
く
る

若
い
女も
ん
の
う
れ
し
げ
に
わ
ら
う
自
由
の
声

お
お
せ
め
て
　
わ
て
を
驚
か
す
花
の
一
枝
を

　
下
さ
れ

制
作
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
に
は「
永
瀬
清
子
さ

ん
に
捧
げ
る
」の
献
辞
が
あ
り
、ご
紹
介
し
た
詩

「
小
さ
い
水
車
の
よ
う
に
」を
含
め
五
篇
の
詩

が
永
瀬
清
子
の
朗
読
で
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、こ
の
朗
読
は
赤
磐
市
所
蔵
の
資
料

か
ら
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
永
瀬
清
子
を
支
え
続
け
る
谷

川
さ
ん
は
第
一
回（
一
九
九
七
年
）、山
根
さ
ん

は
、第
五
回（
二
〇
〇
一
年
）の
朗
読
会
に
ご
出

演
い
た
だ
い
て
お
り
、今
回
再
び
お
迎
え
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
前
の
永
瀬
清
子
を
知
る
お
二
人
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
お
話
を
う
か
が
い
、作
品
を
読
ん
で

い
き
ま
す
。

 

（
社
会
教
育
課
学
芸
員
　
白
根
直
子
）

せ
め
て
わ
て
に
　
酒
を
ふ
り
か
け
る
よ
に

そ
の
花
を
わ
て
の
上
か
ら
ふ
り
か
け
て
下
さ
れ

（『
あ
け
が
た
に
く
る
人
よ
』

　
　
　
　
　
思
潮
社
　
一
九
八
七
年
六
月
）

　
今
年
度
の
朗
読
会
は
、谷
川
俊
太
郎
さ
ん
と

山
根
基
世
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　
谷
川
さ
ん
は『
短
章
集
』の
装
幀
を
手
が
け

た
り
、朗
読
会
で
共
演
し
た
り
、追
悼
詩「
永
瀬

さ
ん
の
ち
ゃ
ぶ
だ
い
」を
捧
げ
た
り
と
、永
瀬
清

子
の
理
解
者
の
ひ
と
り
で
す
。

　
ま
た
、谷
川
さ
ん
は
世
界
中
の
人
に
紹
介
す

る
た
め
に
、日
本
語
と
英
語
に
よ
る
詩
集
と
朗

読
の
二
枚
組
Ｃ
Ｄ「
日
本
現
代
詩
の
六
人
」を

永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界

    

― 

光
っ
て
い
る
窓 

―

第 13回
朗読会



12
月

平
成

20年

Sunday 日
M

onday 月
T

uesday 火
W

ednesday 水
T

hursday 木
Friday 金

Saturday 土

★
12月

の
税・保

険
料

を
　

期
限

内
に

納
め

ま
し

ょ
う

　
●

市
県

民
税

　
　

…
…

…
…

…
…

…
…

4期
　

●
国

民
健

康
保

険
税

　
　

…
…

…
…

…
…

…
…

7期
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

12月
25日

ま
で

●
1歳

6ヵ
月

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
10、17、24日

も
開

催
〕

　
10：30～（

中
央

図
書

館
）

●
離

乳
食

講
習

会
　

１０：００
～

１１：３０
　（

中
央

公
民

館
調

理
研

修
室

）
●

健
康

相
談〔

赤
坂

地
域

〕
　

受
付

時
間

９：30～
１

1：0０
　（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）

●
人

権・行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

保
健

福
祉

総
合

セ
ン

タ
ー

）
●

乳
児

健
診・育

児
相

談
　

受
付

時
間

１２：４５
～

１３：１５
　（

吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

無
料

法
律

相
談（

要
予

約
）

　
13:00～

16:00
　（

産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

）

●
ブ

ッ
ク

ん
の

お
は

な
し

か
い

　〔１3、27日
も

開
催

〕
　

10：３０
～（

赤
坂

図
書

館
）

●
お

は
な

し
か

い
　〔１3、27日

も
開

催
〕

　
10：３０

～（
中

央
図

書
館

）
●

星
空

講
座

無
料

観
望

会
　

18：0０
～

21：00
　（

竜
天

天
文

台
）

●
人

権
を

考
え

る
つ

ど
い

　
13:30～

15:30
　

(赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）
●

赤
磐

市
音

楽
祭

　
１６：００

～
１８：００

　（
中

央
公

民
館

）

●
交

通
安

全
日

●
た

ん
ぽ

ぽ
の

会〔
24日

も
開

催
〕

　
10：00～

11：00（
赤

坂
公

民
館

）
●

人
権・行

政・消
費

生
活

相
談

　
13:00～

16:00（
本

庁
2階

第
1会

議
室

）
●

人
権・行

政・障
害

者・心
配

ご
と

相
談

　
13:00～

15:00
　（

吉
井

会
館

農
事

実
習

室
）

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

１２：４５
～

１３：１５
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

育
児

相
談

　
受

付
時

間
９：４５

～
１０：３０

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
お

楽
し

み
会

　
１３：３０

～
　（

吉
井

図
書

館
）

●
心

配
ご

と
相

談
　

13:00～
15:00

　（
山

陽
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

●
3歳

児
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
２

歳
６ヵ

月
児

歯
科

健
診

　
受

付
時

間
 12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

無
料

法
律・人

権・行
政

相
談

　
10:00～

15:00
　

心
配

ご
と

相
談

　
 13:00～

15:00
　（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）

●
無

料
法

律
相

談
　

10:00～
15:00

　
人

権・障
害

者・心
配

ご
と

相
談

　
13:00～

15:00
　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）

●
ク

リ
ス

マ
ス

お
楽

し
み

会
　

10：30～
11：30（

中
央

図
書

館
）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
　〔

毎
月

第
３

土
曜

日
〕

　
11:00～（

熊
山

図
書

館
）

●
き

ら
り

し
あ

た
ー：お

と
な

版
　

14:00～（
中

央
図

書
館

）
●

な
か

よ
し

市
　

10:00～
15：00

　（
大

苅
田

読
書

公
園

）

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
 ９

:０
０

〜
１

７
:０

０
）（

●
は

㈳
赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）　

㊡
＝

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー・山
陽

郷
土

資
料

館
休

館
日

＜
注

＞
12月

14日
の

赤
磐

医
師

会
病

院
の

当
番

日
は

原
則

と
し

て
小

児
科

診
療

の
み

と
な

り
ま

す
。

このページは外してご利用ください。
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
梶

原
内

科
医

院
 ☎

９５５－３７５０
㊩

桜
井

内
科

 ☎
957-3012

●
間

阪
内

科
医

院
 ☎

９５２－１７１７
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院（

小
児

科
診

療
）

　
☎

９５５
-６６８８

㊩
景

山
医

院
 ☎

９９５
-２２９９

●
岩

藤
胃

腸
科

外
科

歯
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
９５２

-１１６６
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13

14
15

16
17

18
19

20



●
幼

稚
園・小

学
校・中

学
校

終
業

式
●

交
通

安
全

日
●

市
役

所
仕

事
納

め
●

お
笑

い
赤

坂
亭

定
例

寄
席

　
19：00～

20：00
　（

お
笑

い
赤

坂
亭

）

●
定

期
救

急
講

習
会

　
９

：
００

～
１２

：
００

　（
赤

磐
市

消
防

署
北

出
張

所
）

●
オ

ー
ル

ナ
イト

観
望

会
　〈

雨
天

中
止

〉　
２３：３０

～
　（

竜
天

天
文

台
公

園
）

●
初

日
の

出
を

迎
え

る
会

　〈
雨

天
決

行
〉　

５：００
～

　（
竜

天
天

文
台

公
園

）

1
2
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1

0
1

1
1

2
1

3
1

4
1

5
1

6
1

7
1

8
1

9
2

0
2

1
2

2
2

3
2

4
2

5
2

6
2

7
2

8
2

9
3

0
3

1
■

山
陽

ふ
れ

あ
い

公
園

［
利

用
料

金
］

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

…
400円

中
学

生
以

下
…

…
200円

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

300円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
初

心
者

講
習

修
了

者
に

限
り

　
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。

　
受

講
料

 400円
／

再
受

講
料

 300円
☎
9
5
5
-4
4
3
2

■
吉

井
B

&
G

海
洋

セ
ン

タ
ー

［
利

用
料

金
］

◦
プ

ー
ル

は
11月

か
ら

3月
ま

で
お

休
み

し
ま

す
。

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

100円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
す

。
☎
9
5
4
-2
3
2
3

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

山陽ふれあい公園

屋
　

内
プ

ー
ル

10:00

～12:00
休館日

開放中止

開放中止

休館日

○
○

休館日

○
○

休館日

○
休館日

施設整備

施設整備

施設整備

休館日

休館日

休館日
14:00

～16:00
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

18:30

～20:30
○
○
○
○

○
○
○
○
○
　

○
○
○
○
○
　

○

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム

9:00

～21:00
休館日

☆
☆
☆

開放中止

開放中止

開放中止

休館日

☆
☆
☆
☆
☆
　

休館日

☆
☆
☆
☆
☆
　

休館日

休館日

☆
施設整備

施設整備

施設整備

休館日

休館日

休館日
9:00

～17:00
　
　

☆
　

☆
☆

初
心

者
講

習
実

施
日

★
★

★
★

海洋センター

吉井Ｂ＆Ｇ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム

9:00

～21:00
休館日

休館日

☆
☆
☆
☆

休館日

休館日

☆
☆
☆
☆
　

休館日

休館日

☆
☆
☆
☆
　

休館日

休館日

施設整備

休館日

休館日

休館日

休館日
9:00

～17:00
　

☆
☆

☆
☆

☆
☆

○
 屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
☆

 ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
開

放

◆
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園
　

※
12月

6日（
土

）・7日（
日

）は
Ｖ

リ
ー

グ
開

催
の

た
め

、プ
ー

ル
の

一
般

開
放

は
あ

り
ま

せ
ん

。　
※

12月
5日（

金
）〜

7日（
日

）は
Vリ

ー
グ

開
催

の
た

め
、ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

の
一

般
開

放
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
※

12月
26日（

金
）〜

28日（
日

）は
施

設
整

備
の

た
め

、プ
ー

ル・ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

一
般

開
放

は
あ

り
ま

せ
ん

。　
※

12月
29日（

金
）〜

1月
5日（

月
）は

休
館

日
で

す
。な

お
、新

年
は

1月
6日（

火
）か

ら
通

常
通

り
一

般
開

放
を

行
い

ま
す

。
◆

吉
井

B&
G

海
洋

セ
ン

タ
ー

　
※

12月
27日（

土
）は

施
設

整
備

の
た

め
、ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

の
一

般
開

放
は

あ
り

ま
せ

ん
。　

※
12月

27日（
土

）〜
1月

6日（
火

）は
施

設
整

備
及

び
休

館
日

で
す

。新
年

は
1月

7日（
水

）か
ら

通
常

ど
お

り
一

般
開

放
を

行
い

ま
す

。

㊩
あ

ま
の

耳
鼻

咽
喉

科
医

院
　

☎
９５５

-８１９１
㊩

赤
磐

市
民

病
院

 ☎
995-1251

●
吉

井
外

科
医

院
 ☎

９５２
-３３３１

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
う

え
の

内
科

小
児

科
医

院
　

☎
９５６

-０５０５
㊩

米
井

医
院

 ☎
９５４

-０５５０
●

長
島

病
院

 ☎
９５２

-１３５５
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
片

山
医

院
 ☎

０８６
-２２９

-２１６６
㊩

戸
川

ク
リ

ニ
ッ

ク
 ☎

９５７
-３０５７

●
粟

井
内

科
医

院
 ☎

９５３
-０６１７

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
那

須
眼

科
 ☎

９５５
-８９８０

㊩
さくら

整
形

クリニック
 ☎９９５-９７２０

●
うえ

お
か

内
科

医
院

 ☎
９５２-５６６５

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
桜

が
丘

ク
リ

ニ
ック

 ☎
９５５

-８０２５
㊩

米
井

医
院

 ☎
９５４

-０５５
0

●
近

藤
内

科
医

院
 ☎

９５３
-１６１０

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
山

陽
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
９５５

-７１１１
㊩

吉
田

医
院

 ☎
９５４

-０２０２
●

石
原

医
院

 ☎
９５２

-０１６２

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
戸

田
小

児
科

医
院

 ☎
９５５

-３１２１
㊩

佐
伯

北
診

療
所

 ☎
9５４

-２０３２
●

岩
藤

胃
腸

科
外

科
歯

科
ク

リ
ニ

ッ
ク

　
☎

９５２
-１１６６

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
小

坂
内

科
医

院
 ☎

９５５
-３３４４

㊩
道

満
医

院
 ☎

９５７
-２１１１

●
岡

山
東

部
脳

神
経

外
科

東
備

クリニック
　

☎
９５２

-５２５２

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ひ

ら
た

整
形

外
科

 ☎
９５６

-０７００
㊩

井
上

内
科

 ☎
９５４

-１９０２
●

うえ
お

か
内

科
医

院
 ☎

９５２-５６６５

21
22

23　
天
皇
誕
生
日

24
25

26
27

28
29

30
31

1/1　
元
旦

1/2
1/3
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岡
山
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
会
開
催

　

県
外
か
ら
県
選
抜
チ
ー
ム
を
招
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
観
戦
は
無
料
で

す
。

【
開
催
日
時
】十
二
月
十
四
日（
日
）

　

午
前
九
時
～

【
開
催
場
所
】

　

熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

【
出
場
チ
ー
ム
】

　

岡
山
ピ
ー
チ・山
口
ク
ラ
ブ
ほ
か

　
（
予
定
）

岡
山
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

最
終
節
開
催

　

市
内
の
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
が
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
て
い
る「
岡
山
ジ
ュ
ニ

ア
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
」の
最
終
節
が
開

催
さ
れ
ま
す
。観
戦
は
無
料
で
す
。

【
開
催
日
】十
二
月
十
三
日（
土
）

　

午
前
九
時
～

【
開
催
場
所
】

　

熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://okayam
aclub.sports.

　

coocan.jp/OHL/

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の
申

　

し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
四
十
二
回
全
日
本
男
子
社
会
人

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会（
新
潟
市
）

◇
藤
本　

浩
良
・
足
田　

真
一

　

中
野　
　

浩
・
相
浦　

良
人

　

小
林　

周
平
・
矢
部　

貴
俊

　

相
浦　

隆
雄
・
相
浦　

康
雄

　

太
田　

裕
也
・
富
山　

隆
弘

　

青
井　

紀
大

大
分
国
体
優
勝（
ボ
ー
ト
競
技
）

舵
手
つ
き
四
人
ス
カ
ル

◇
関
西
高
等
学
校
三
年

　

藤
原　

頌
太（
高
屋
）

第
三
回
赤
磐
市
秋
季
テ
ニ
ス
大
会

【
開
催
日
】十
月
十
九
日（
日
）

【
開
催
場
所
】

　

桜
が
丘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
参
加
者
】十
九
人

【
大
会
結
果
】　

◎
Ａ
組

◦
優　

勝
／
愛
甲
博
美・竹
原
貴
和

◦
準
優
勝
／
劉・宮
尾

◦
三　

位
／
磯
谷・行
本

◎
Ｂ
組

◦
優　

勝
／
柳
原
寿
美
子・宮
尾
佳
子

◦
準
優
勝
／
多
田・岡
田

◦
三　

位
／
茂
成・花
房

Ｂ
＆
Ｇ「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

参
加
者
募
集

　

吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
主
催
の
Ｂ
＆
Ｇ
体
験

ク
ル
ー
ズ
」の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ク
ル
ー
ズ
は
、
ふ
じ
丸

（
二
万
三
千
㌧
）に
乗
っ
て「
船
」「
海
」

「
自
然
」へ
の
理
解
・
興
味
を
深
め
て

い
く
と
と
も
に
共
同
生
活
を
通
し
て

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
～

　

三
月
三
十一日

【
募
集
人
員
】

　

小
学
四
年
生
～
中
学
三
年
生
一
人

【
寄
港
地
】

　

東
京
都
小
笠
原（
父
島
）

【
参
加
費
】

　

八
万
円
と
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
か
ら
の
旅

　

費（
半
額
は
市
が
補
助
し
ま
す
）

【
申
込
締
め
切
り
日
】

　

十
二
月
十
二
日（
金
）

　
（
希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

◦
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
４
）２
３
２
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
二
〇
〇
八
・
〇
九
）

Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
開
幕

　

国
体
優
勝
に
輝
い
た
岡
山
シ
ー
ガ

ル
ズ
が
悲
願
の
日
本
一
を
狙
う「
Ｖ・プ

レ
ミ
ア
リ
ー
グ
」が
、十
一
月
に
開
幕
。

十
二
月
に
は
、
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
岡
山
シ

ー
ガ
ル
ズ
の
応
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、世
界
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を
目
に
す

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

十
二
月
六
日（
土
）・
七
日（
日
）の

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
は
、試
合
前
に
、地

元
開
催
な
ら
で
は
の
歓
迎
演
技
も
披

露
さ
れ
ま
す
。

　

出
演
は
、六
日
が
砂
川
清
流
太
鼓・

四
ツ
葉
の
会（
傘
踊
り
）、七
日
が
山

陽
ジ
ュ
ニ
ア
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ・シ
ャ
イ
ニ
ー

ス
タ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
赤
磐
市
民
の
熱
い
応
援

で
盛
り
上
げ
よ
う
！

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の

市
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　

八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
開
講
し
た

「
市
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」は
岡
山

シ
ー
ガ
ル
ズ
の
ト
レ
ー
ナ
ー・
選
手
に

直
接
指
導
し
て
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
、

大
好
評
の
う
ち
に
教
室
を
終
了
。

　

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
本
拠
地
赤
磐

市
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
市
民
講

座
。こ
れ
か
ら
も
、ど
ん
ど
ん
企
画
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

全
国
大
会
出
場（
敬
称
略
）

大
会
結
果

募
　
　
集

お
知
ら
せ



康
健

Vol.

44

わ
た
し
の

あ
な
た
の

　
十
月
十
日（
金
）、一
個
人
、一
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

『
赤
磐
市
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
』

◇
防
犯
功
労
者

　
杉
本　
靖
和（
西
中
）

『
犯
罪
の
な
い
安
全・安
心

　
岡
山
県
づ
く
り
県
民
推
進
大
会
』

◇
犯
罪
の
な
い
安
全・安
心

　
ま
ち
づ
く
り
知
事
表
彰
功
労
賞

　
桜
が
丘
地
域
安
全
推
進
協
議
会

　
（
会
長・林
一
郎
）

お
め
で
と
う

     

ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略
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歯
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
⑧

  

不
要
に
な
っ
た
義
歯（
入
れ
歯
）を 

  

役
立
て
ま
し
ょ
う

〈
赤
磐
歯
科
医
師
会
か
ら
の
お
願
い
〉

赤
磐
歯
科
医
師
会
で
は
、住
民
の
健

康
増
進
に
役
立
て
る
よ
う
、さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は

不
要
に
な
っ
た
義
歯（
入
れ
歯
）の
回
収
ボ

ッ
ク
ス（
十
一
月
号
十
九
㌻
に
掲
載
）を
作

成
し
、赤
磐
歯
科
医
師
会
所
属
の
各
医
院

と
赤
磐
市
役
所
、各
支
所
に
設
置
し
ま
し

た
。

　

目
的
は
、回
収
さ
れ
た
義
歯
に
使
用
さ

れ
て
い
る
金
属
な
ど
を
取
り
出
し
、地
域

の
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

新
し
く
義
歯
を
作
成
し
た
場
合
、古
い

義
歯
の
処
理
に
お
困
り
の
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。そ
う
し
た
義
歯
が
今
回
の
活
動

で
役
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、新
し
い
義
歯
が
十
分
に
機
能

す
る
ま
で
は
、古
い
義
歯
を
保
管
し
て
い

た
だ
い
た
ほ
う
が
い
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
健
康
に
役
立
ち
、長
年
お
体

の
一
部
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
た
義
歯
に

感
謝
し
、今
後
の
社
会
福
祉
に
少
し
で
も

役
立
て
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年末・年始を控え、交通事故の増加が心配されます。
　◆事故を起こさないために、車を運転する人は
　　○よそ見をせず、十分に車間距離を取って運転しましょう
　　○スピードは控えめにし、ゆとりを持った運転に努めましょう
　　○飲酒・暴走運転は絶対にだめ　○ライトは早めに点灯
　◆事故に遭わないために、歩行者、自転車は
　　○夕方、夜間外出するときは目立つ服装や夜光反射材を身に
　　　つけましょう。
　　○道路を横断するときは横断歩道を利用し、左右の安全確認を
　　　徹底しましょう。
　※家庭、職場では出かける人に「気をつけて」のひと言をかけて送りだしましょう。

12月1日（月）から1月4日（日）までの間、県下一斉に年末・年始の交通事故防止県民運動が実施されます。
市民一人一人の交通安全意識を高め、交通事故防止を図ることを目的に、赤磐市でも次のとおり街頭啓発を
実施します。
　　○12月15日（月）………15：30～ 山陽マルナカ／17：00～ Ａコープくまやま
　　○12月16日（火）………15：30～ ハピーマート赤坂店／16：30～ ハピーマート吉井店

問い合わせ先／協働推進室 ☎955-4783

気をつけて 無事故で過ごそう 年末年始



幼 稚 園 名 通 園 区 域
収 容 定 員（人）

所　在　地 電 話 番 号
3歳児 4歳児 5歳児

山
　
陽
　
地
　
域

高　　陽
長尾・立川・河本・下市・熊崎・南方・斎
富・沼田・中島・日古木・二井・高屋・上
市・正崎・五日市・尾谷・津崎・神田

－ 90 90 高屋434 955-0309

西　　山 鴨前・西中・下仁保・上仁保・斗有 － 30 30 西中229 955-0002

高　　月 馬屋・和田・岩田・穂崎 － 30 30 馬屋558-2 086-229-2655

山 陽 西 山陽1～７丁目、下市733番地4 30 90 90 山陽3丁目10 955-8787

ひ か り 桜が丘西１～５丁目 30 90 90 桜が丘西3丁目30 955-3811

山 陽 北 桜が丘西６～１０丁目 30 60 60 桜が丘西9丁目
13-1 955-8155

熊
　
山
　
地
　
域

いわなし

可真下・可真上・弥上・野間・稗田・石
蓮寺・沢原・殿谷・佐古・岡・酌田・円光
寺・吉原・河田原・釣井・徳富・小瀬木・
松木・勢力・千躰・奥吉原

30 30 30 沢原357 995-0551

桜 が 丘 桜が丘東１～６丁目 30 30 30 桜が丘東6丁目
6-692 995-1275

※3歳児については通園区に関係なく赤磐市内全域を対象とします。
※3歳児教育修了後は、学校(園)選択制に基づいて入園、または引き続き3歳児教育を受けた幼稚園に卒業まで在園することも
　可能です。ただし、小学校入学に際しては、学校選択制に基づいて就学することになります。
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平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
幼
稚
園
に
入
園
す

る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
ひ
か
り
幼
稚
園
で
三
歳
児
教
育

が
実
施
さ
れ
ま
す
。三
歳
児
の
募
集
に
つ
い
て

は
、通
園
区
域
は
関
係
な
く
、赤
磐
市
内
す
べ
て

の
地
域
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、新
入
園
の
四
・
五
歳
児
に
つ
い
て
は
、

通
園
区
域
の
幼
稚
園
よ
り
も
自
宅
か
ら
近
い
幼

稚
園
が
あ
る
場
合
は
、近
い
幼
稚
園
を
選
ぶ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、次
の
場
合
は
、収
容
定
員
の
範
囲
内

で
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
幼
稚
園
に
入
園
で

き
ま
す
。

○
赤
磐
市
内
で
表
の
通
園
区
域
外（
赤
坂
お
よ

び
吉
井
地
域
）に
在
住
し
入
園
を
希
望
す
る

場
合
。

【
対
象
者
】

○
三
・
四
・
五
歳
児
を
受
け
入
れ
て
い
る
園

　

平
成
十
五
年
四
月
二
日
～

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
生
ま
れ

○
四
・
五
歳
児
を
受
け
入
れ
て
い
る
園

　

平
成
十
五
年
四
月
二
日
～

　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ

【
保
育
科
】

○
三
千
九
百
円（
八
月
は
徴
収
な
し
）

○
給
食
費
は
別
途
徴
収
と
し
ま
す
。

【
受
付
場
所
】

　

各
幼
稚
園
お

よ
び
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課

【
提
出
書
類
】

○
入
園
願

○
選
択
希
望
申

請
書
（
通
園

区
域
の
幼
稚

園
よ
り
も
自

宅
か
ら
近
い

幼
稚
園
を
選
択
す
る
場
合
に
必
要
で
す
）。

　

用
紙
は
十
二
月
三
日
以
降
受
付
場
所
に
あ
り

ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

十
二
月
八
日（
月
）～
一
月
三
十
日（
金
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
も
収
容
定
員
以
内
で
あ
れ
ば

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎（
９
５
５
）０
９
７
２

　

ま
た
は
各
幼
稚
園
ま
で

市
立
幼
稚
園
園
児
募
集



保育所名 所在地 電話番号 開設時間 定員 対象年齢

山
陽
地
域
／
私
立

山陽桜保育園 山陽４-１２  ９５５-０７７３ ７:00～19:00 150人

生後1.5カ月
～就学前

山陽いろは
保育園 下市４１１  ９５５-０３５５ ７:00～20:00  90人

山陽国分寺
保育園 穂崎７８０-１ （086）

229-2811 ７:00～19:00  60人

さんこう
保育園 西中２２０-１  ９５５-３５１７ ７:00～19:00  90人

あすなろ
保育園

桜が丘西
３-14-19  ９５５-５６６５ ７:00～20:00 120人

清風いろは
保育園

桜が丘西
６-10-21  ９５５-３１３１ ７:00～20:00  90人

桜が丘地域
保育センター

桜が丘西
８-15-２  ９５５-５１６１ ７:00～19:00  90人

赤
坂
地
域
／
公
立

石相保育園 町苅田２７  ９５7-２０２６ ７:00～19:00 90人 生後３カ月～
就学前

軽部保育園 今井１１７  ９５7-２００２ ７:30～18:30 45人 ２歳～就学前

笹岡保育園 坂辺９９  ９５7-２７２１ ７:30～18:30 45人 ２歳～就学前

熊
山
地
域
／
私
立

さくらが丘
保育園

桜が丘東
６-６-７０４ ９９５-０１０４ ７:00～20:00 120人

生後1.5カ月
～就学前とよた保育園 松木５４９ ９９５-０２４４ ７:00～19:00 ９0人

さくらんぼ
保育園

桜が丘東
２-２-８０９ ９９５-９０７１ ７:00～19:00 60人

吉
井
地
域
／
公
立

周匝保育園 周匝１５４９  ９５４-１１３３ 7:30～18:30 40人 １歳～就学前

黒本保育園 黒本２１７９-１  ９５４-０８２６ 7:30～18:30 40人 生後６カ月
～就学前

佐伯北保育園 塩木６-１  ９５４-２１８１ 7:30～18:30 40人 １歳～就学前
仁美保育園 仁堀中８５５  ９５８-２２５５ 7:30～18:30 30人 １歳～就学前
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平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
保
育
所
に

入
所
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、各
受
付
場

所
で「
入
所
の
手
引
き
」を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、よ
く
読
ん
で
、申
込
書
に

必
要
書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。継
続
入
所
の
人
も
改
め
て
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

【
対
象
者
】

　

保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
そ
の

他
の
人
が
就
労
・
疾
病
ま
た
は
病
人
の

看
護
に
か
か
わ
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、日
中
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

児
童

【
受
付
場
所
】

○
各
保
育
所　

○
本
庁
社
会
福
祉
課

○
各
支
所
健
康
福
祉
課

【
提
出
書
類
】

①
入
所
申
込
書

②
保
護
者
の
就
労
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
書
類

③
保
育
料
を
算
定
す
る
た
め
の
書
類（
源
泉
徴

収
票
な
ど
）

④
母
子
世
帯
な
ど
の
場
合
は
そ
れ
を
確
認
す

る
た
め
の
書
類

【
受
付
期
間
】一
月
三
十
日（
金
）ま
で

※
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、期
限
内

に
提
出
さ
れ
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
申
込
書
提
出
後
、審
査
に
よ
り
入
所
者
を
決

定
し
ま
す
の
で
入
所
要
件
に
該
当
し
な
い
場

合
や
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場

合
、ま
た
添
付
書
類
が
不
足
し
て
い
る
場
合

な
ど
は
、希
望
ど
お
り
に
入
所
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
本
庁
社
会
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
５

　
保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い
お
子

さ
ん
で
も
保
育
所
は
温
か
く
迎
え
て

く
れ
ま
す
。

　

家
庭
の
用
事
、通
院
な
ど
で
子
ど

も
の
世
話
を
で
き
な
い
と
き
は
も
ち

ろ
ん
、お
母
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
な
ど
に
お
子
さ

ん
を
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る「
一
時

保
育
」サ
ー
ビ
ス
を
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
。（
※
私
立
は
全
保
育
所
、公

立
は
石
相
と
周
匝
保
育
園
。時
間
や

費
用
な
ど
は
各
保
育
所
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、「
初
め
て
の
子
育
て
で
離

乳
食
を
う
ま
く
食
べ
さ
せ
ら
れ
な
い
」

「
下
の
子
が
生
ま
れ
て
か
ら
上
の
子

を
か
ま
っ
て
や
れ
な
い
」と
い
っ
た
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
保
育
所
は
そ
ん
な
相
談
に
も
の
っ

て
く
れ
ま
す
。無
料
で
参
加
で
き
る

行
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は
身

近
な
保
育
所
へ
気
軽
に
お
電
話
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
連
絡
先
は
上
の
一
覧
表
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

保
育
所
入
所
希
望
者
募
集

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
の

「
一
時
保
育
」や「
育
児
相
談
」も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
！

保
育
所
へ
行
っ
て
み
よ
う
！
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設
定
及
び
再
設
定
の
人

【
農
地
集
積
促
進
事
業
】

◦
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
対

象
者
へ
の
農
地
の
貸
し
手

◦
賃
借
期
間
三
年
以
上
の
新
規

設
定
の
人

提
出
書
類　

申
請
書

申
請
書
提
出
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課
お
よ
び

　

各
支
所
産
業
建
設
課

　
野
菜
品
評
会

　

野
菜
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、

産
地
化
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

に
、岡
山
東
農
協
山
陽
支
店
と

共
催
で
品
評
会
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

十
二
月
十
八
日（
木
）

◦
搬
入
…
午
前
九
時
三
十
分
～

　
　
　
　

十
時
三
十
分

◦
審
査
…
午
前
十
一
時
～
正
午

◦
展
示
…
正
午
～
午
後
一
時

◦
即
売
…
午
後
一
時
～

場　

所

情報ボックス内でお知らせする
市役所関係の電話番号は下記
のとおりです。
◎電話番号一覧

［本庁代表］☎955-1111
　◦企画課
　　☎９５５-2６９２
　◦市民課
　　☎９５５-1114
　◦環境課
　　☎９５５-５３４７
　◦協働推進室
　　☎９５５-4783
　◦健康増進課
　　☎955-1117
　◦産業振興課
　　☎955-6174
　◦下水道課
　　☎955-2942

［赤坂支所代表］☎957-2222
　◦市民生活課
　　☎957-4821
　◦健康福祉課
　　☎957-4822
　◦産業建設課
　　☎957-4824

［熊山支所代表］☎995-1211
　◦市民生活課
　　☎995-1214
　◦健康福祉課
　　☎995-1293
　◦産業建設課
　　☎995-1217

［吉井支所代表］☎954-1111
　◦市民生活課
　　☎954-1183
　◦健康福祉課
　　☎954-1374
　◦産業建設課
　　☎954-1319

［教育委員会］
　◦社会教育課
　　☎955-0783
　◦山陽郷土資料館
　　☎955-0710

［消防本部］☎955-2244
　◦警防課救急係
　　☎955-2254

［赤磐市民病院］☎955-１２５１

　
離
乳
食
講
習
会

　

離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉

強
し
ま
す
。（
要
予
約
）

日　

時　

十
二
月
四
日（
木
）

　

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場　

所

　

中
央
公
民
館・調
理
室

対
象
者

　

四
カ
月
～
一
歳
五
カ
月
児
の

　

保
護
者（
託
児
有
）

定　

員　

先
着
十
五
人

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

申
し
込
み
先

　

赤
磐
市
役
所
健
康
増
進
課

　
放
送
大
学

　
四
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
一

年
度
第
一
学
期(
四
月
入
学)

の

学
生
を
十
二
月
十
五
日
か
ら
募

集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
二
月
二
十
八
日

ま
で
で
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
請
求

く
だ
さ
い
。ま
た
、放
送
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６（
２
５
４
）９
２
４
０

　

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
‼

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手
当

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん

か
。年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　

時

　

十
二
月
二
十
八
日（
日
）

　

午
前
九
時
～
正
午

場　

所

　

赤
磐
市
消
防
署
北
出
張
所

受
講
人
数　

十
人
程
度

申
込
期
限　

十
二
月
十
日（
水
）

参
加
費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

◦
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業・

　
農
地
集
積
促
進
事
業
の

　
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
年
一
月
一
日
～

十
二
月
三
十
一
日
の
間
に
利
用

権
設
定
に
よ
り
契
約
を
開
始
さ

れ
た
人
で
補
助
金
の
交
付
対
象

と
な
る
人
に
十
二
月
十
日
ご
ろ
、

補
助
金
交
付
申
請
書
類
を
送
付

し
ま
す
。

　

補
助
金
申
請
を
さ
れ
る
人
は

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、十
二

月
二
十
六
日（
金
）ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
対
象
者

【
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
】

◦
農
地
の
借
り
手
の
う
ち
、市

内
在
住
者
で
、交
付
申
請
時

の
年
齢
が
お
お
む
ね
七
十
五

歳
ま
で
の
人

◦
賃
借
期
間
三
年
以
上
の
新
規

健
康
福
祉

お
知
ら
せ

募

集



市 職 員 募 集

ふれあい・さわやか

　オルゴールのような澄んだ音色のクワイヤチ
ャイム演奏、温かい音色のマリンバ演奏などのミ
ニコンサートです。
　素晴らしい音楽演奏とともに楽しいひとときを
お過ごしください。

■日　時　12月10日（水） 午前10時30分〜
■場　所　赤磐市民病院玄関ホール
■入場料　無料
■演　奏　クワイヤチャイム、マリンバなど
■演奏曲目
　○星に願いを　○リンゴの唄　○青い山脈
　○カチューシャのうた　ほか

赤 磐 市 民 病 院

コ ン サ ー ト

　

次
の
と
お
り
山
陽
、熊
山
地
域
の

一
部
で
、新
た
に
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
供
用
開
始
区
域
】

　
○
山
陽
地
域
…
岩
田
・
河
本
地
区

　
　
の
一
部

　
○
熊
山
地
域
…
野
間
地
区
全
域

【
供
用
開
始
年
月
日
】

　
十
二
月
一
日（
月
）

　

対
象
区
域
の
人
は
、速
や
か
に
下

水
道
へ
の
接
続
を
行
う
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
本
庁
下
水
道
課

下
水
道
供
用

開
始
の
お
知
ら
せ

　市立赤磐市民病院では、次のとおり看護師を
募集します。

■募集人員
　1人（昭和33年4月2日以降に生まれた人で看
　護師免許を取得の人）
　※採用時期、応募方法、試験など詳細につい
　　ては、お問い合わせください。
■問い合わせ時間
　午前8時30分〜午後5時30分（水・日を除く）
■問い合わせ先
　市立赤磐市民病院
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窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

不
慮
の
犯
罪
被
害
に
よ
り
亡

く
な
っ
た
被
害
者
の
ご
遺
族
や
、

重
傷
病
を
負
い
、あ
る
い
は
障

害
が
残
っ
た
被
害
者
に
対
す
る

犯
罪
被
害
給
付
制
度
に
つ
い
て

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
お
か
や
ま
被
害
者
支
援・

　

相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　

☎
０
８
６（
２
３
３
）８
３
４
９

◦
赤
磐
警
察
署

　

☎（
９
５
２
）０
１
１
０

　
被
害
者
相
談
窓
口
と

　
犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

警
察
で
は
、各
種
の
被
害
相

談
窓
口
を
設
け
、被
害
者
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

被
害
者
本
人
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
や
ご
友
人
か
ら
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、警
察
で
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、専
門
の

機
関
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、ど

こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
場
合
に
も
、警
察
相
談

　

岡
山
東
農
協
山
陽
支
店

　

一
階
経
済
課
前

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課

◦
農
協
山
陽
支
店

　

☎（
９
５
５
）２
０
７
７

　
平
成
二
十
一
年
版

　
農
業
日
誌
の
あ
っ
せ
ん

　

平
成
二
十
一
年
版
農
業
日
誌

を
一
冊
千
四
百
円
で
あ
っ
せ
ん

し
て
い
ま
す
。毎
日
の
日
誌
だ

け
で
は
な
く
、作
業
予
定
表
、経

営
記
録
簿
、ま
た
栽
培
技
術
の

情
報
も
掲
載
さ
れ
農
業
経
営
に

大
変
役
立
つ
内
容
で
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌（
千
四
百

円
）、新
農
家
暦（
四
百
十
円
）

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課
お
よ
び

　

各
支
所
産
業
建
設
課

　
医
学
発
展
の
た
め
に

　
献
体
に
ご
協
力
を

　

岡
山
大
学
医
学
部
で
は
、医

学
生
や
歯
学
生
の
人
体
解
剖
学

実
習
の
教
材
と
し
て
、自
分
の

遺
体
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
人

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

解
剖
実
習
は
、人
体
の
構
造

を
知
る
た
め
の
大
切
な
学
問
で

す
。

　

献
体
に
対
し
て
皆
さ
ん
の
ご

理
解・ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
と
も
し
び
会

　
（
岡
山
大
学
医
学
部
内
）

　

☎
０
８
６（
２
３
５
）７
０
９
２

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



日　　時 場　　所 相談内容 問い合わせ先

山　

陽　

地　

域

12月5日（金）
午後１時～４時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

【無料法律】
（１人３０分）
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎
※要予約

【無料法律】【人権】
本庁市民課

【行政】【消費生活相談】
協働推進室

【心配ごと】
社会福祉協議会山陽支所
☎955-8877

12月10日（水）
午後１時～４時

本庁２階
第１会議室

【人権】【行政】
【消費生活相談】
※すべて予約制

12月15日（月）
午後１時～３時

山陽総合福祉センター
１階相談室 【心配ごと】

赤　

坂　

地　

域

１２月１７日（水）
午前10時～午後３時
※心配ごと相談は
　午後１時～３時

赤坂健康管理
センター

【無料法律】
岡山弁護士会所属弁護士
原田幸治
※要予約

【人権】【行政】
【心配ごと】

【無料法律】【人権】【行政】
赤坂支所市民生活課

【心配ごと】
社会福祉協議会赤坂支所
☎957-2334

熊　

山　

地　

域

12月5日（金）
午前１０時～正午

熊山保健福祉
総合センター

【人権】【行政】 【無料法律】【人権】【行政】
熊山支所市民生活課

【障害者】
熊山支所健康福祉課

【心配ごと】
社会福祉協議会熊山支所
☎995-2336

12月19日（金）
午後１時～３時
※無料法律相談は
　午前10時～午後3時

【無料法律】
岡山弁護士会所属弁護士
平井昭夫　※要予約

【人権】【障害者】
【心配ごと】

吉　

井　

地　

域

１２月10日（水）
午後１時～３時

吉井会館
農事実習室

【人権】【行政】
【身体障害】【知的障害】
【心配ごと】

【人権】【行政】
吉井支所市民生活課

【身体障害】【知的障害】
吉井支所健康福祉課

【心配ごと】
社会福祉協議会吉井支所
☎954-2533

市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

岡 山 県 最 低 賃 金 は
10月18日から時間額

必ずチェック
最低賃金!!

＜ 注  意 ＞
次の賃金は最低賃金に算入されません。
○精皆勤手当 ○通勤手当 ○家族手当
○時間外手当 ○休日手当 ○深夜手当
○臨時に支払われる賃金
○賞与等1ヵ月を超える期間ごとに
　支払われる賃金

詳しくは、岡山労働局賃金室
（☎086-225-2014）まで
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こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
に
つ
い
て

　
―
東
備
地
域
集
落
営
農

　
　
　
　
　
研
修
会
の
開
催
―

　

こ
の
研
修
会
は
、集
落
営
農
に

取
り
組
ん
で
い
る
先
進
地
の
報
告

や
赤
磐
市
内
で
の
取
り
組
み
の

状
況
に
つ
い
て
話
し
合
う
も
の
で

す
。

日　

時　

十
二
月
九
日（
火
）

　

午
後
一
時
三
十
分
～

場　

所　

赤
坂
支
所

主　

催　

岡
山
県
備
前
県
民
局

対　

象　
集
落
営
農
関
係
者
、岡
山

　

東
農
協
、東
備
地
域
市
町
な
ど

内　

容　

事
例
報
告
、座
談
会
、

　

意
見
交
換
な
ど

問
い
合
せ
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課
ま
た
は

　

各
支
所
産
業
建
設
課

　
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
選
手
が

　「
一
日
人
権
擁
護
委
員
に
」

　

岡
山
法
務
局
お
よ
び
岡
山

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、人
権
週
間
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
、岡
山
シ
ー
ガ
ル

ズ
の
選
手
を「
一
日
人
権
擁
護
委

員
」に
委
嘱
し
、街
頭
啓
発
を
行

い
ま
す
。

日　

時　

十
二
月
四
日（
木
）

　

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

場　

所　

岡
山
駅
前
地
下
通
路

　

広
場
、岡
山
駅
前
広
場
お
よ

　

び
市
役
所
通
り

問
い
合
わ
せ
先

◦
岡
山
地
方
法
務
局

　

☎
０
８
６（
２
２
４
）５
７
６
１

相

談

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



　経済産業省は、12月31日現在
で、全国一斉に工業統計調査を行
います。
　今回の調査はすべての製造業
の皆さんが対象となります。調査
員が調査票を持って伺いますので、
ご記入をお願いします。調査票へ
記入された内容は、統計以外の目
的に使用することは一切ありませ
んので、安心してご記入下さい。皆
さんのご協力をお願いします。

1月11日（日）
午前11時～

山陽ふれあい公園
総合体育館

昭和63年4月2日から平成元年4月
1日の間に生まれた人で、赤磐市住
民基本台帳または外国人登録名簿
に記載されている人。
※市外へ転出された人で出席を希望
　される人は申し出てください。

【問い合わせ先】 教育委員会社会教育課

赤磐市成人式は1月11日（日）

日 時

場 所

対 象

山陽・赤坂地域 熊山・吉井地域
収集日 収集エリア 直接持ち込み 収集地区 直接持ち込み

12月25日（木） 可燃収集　ＡＢエリア 9:00〜16:00 可燃収集　熊山 9:00〜11:30　13:00〜16:00
12月26日（金） 可燃収集　ＣＤエリア ※持ち込みできません 可燃収集　吉井 9:00〜11:30　13:00〜16:00
12月27日（土） 休み 休み 休み 9:00〜11:30
12月28日（日） 休み

12月29日（月） 休み 9:00〜15:00
（最終持ち込み） 可燃収集　熊山 9:00〜11:30　13:00〜16:00

12月30日（火）
〜1月3日（土） 休み 休み 休み 休み
1月4日（日）
1月5日（月） 可燃収集　ＡＢエリア 9:00〜16:00 可燃収集　熊山 9:00〜11:30　13:00〜16:00
1月6日（火） 可燃収集　ＣＤエリア 9:00〜16:00 可燃収集　吉井 9:00〜11:30　13:00〜16:00

　

※年末年始のごみの取り扱いについて  
　山陽・赤坂地域は「ごみカレンダー」に従って出してください。
熊山・吉井地域は「家庭ごみと資源化物の分け方・出し方」に
従って出してください。センターへの直接持ち込みはたいへん
込み合いますので早めに出すようにしましょう。

＜問い合わせ先＞ 
　◦本庁環境課、各支所市民生活課 
　◦和気北部衛生施設組合
　　☎0869-92-0809

▶和気北部衛生施設組合（火葬場）    
　［休業日］12月29日（月）、1月1日（木）〜3日（土）　［問い合わせ先］和気北部衛生施設組合 ☎0869-92-0809 
▶和気鵜飼谷温泉    
　［休業日］12月25日（木）のみ　［温泉バスの運休日］12月25日（木）および1月1日（木）〜1月3日（土）  
　［問い合わせ先］和気北部衛生施設組合 ☎0869-92-9001    
▶柵原・吉井・英田火葬場施設組合火葬場    
　［休業日］12月31日（水）〜１月4日（日）　［問い合わせ先］吉井支所市民生活課
▶年末年始のし尿収集について    
　［休業日］12月28日（日）〜1月4日（日）  ［問い合わせ先］キョクトウ ☎952-0384    

❖ごみの収集・持ち込みについて 年 末 年 始 情 報

工 業 統 計 調 査

問い合わせ先 本 庁 企 画 課

❖休業日について
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

20年10月中 98 29 0 4 37 69 
19年10月中 98 36 0 3 47 62 
増          減 ±0 −7 ±0 ＋1 −10 ＋7 
20年10月末 893 262 0 28 342 631 
19年10月末 923 269 2 29 333 654 
増          減 −30 −7 −2 −1 ＋9 −23 

■平成20年赤磐市交通事故発生状況（10月）

火　　災　　別
計

救　　急　　別
計

建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 1
（5）

0
（3）

0
（0）

1
（5）

2
（13）

8
（96）

44
（472）

10
（104）

15
（151）

77
（823）

東出
張所

1
（3）

0
（0）

0
（0）

0
（6）

1
（9）

4
（37）

13
（158）

5
（37）

5
（44）

27
（276）

北出
張所

1
（4）

0
（1）

0
（0）

1
（5）

2
（10）

1
（21）

16
（135）

8
（39）

2
（13）

27
（208）

計 3
（12）

0
（4）

0
（0）

2
（16）

5
（32）

13
（154）

73
（765）

23
（180）

22
（208）

131
（1307）

■平成20年赤磐市火災・救急発生状況（10月）

※（　）にあっては平成20年の累計を示す
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◎
子
ど
も
の
た
め
の
舞
台
鑑
賞
事
業

　
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く
座
公
演『
オ
ペ
ラ 

ピ
ノ
ッ
キ
オ
』

【
日
　
時
】十
二
月
二
十
日（
土
）

　

午
後
六
時
三
十
分
～
七
時
五
十
分（
開
場
／
午
後
六
時
）

【
場
　
所
】赤
磐
市
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー（
大
ホ
ー
ル
）

【
参
加
費
】一
般
／
二
千
五
百
円（
当
日
三
千
円
）

　

※
四
歳
以
上
、大
人・子
ど
も
同
額

【
後
　
援
】赤
磐
市
教
育
委
員
会

【
助
　
成
】㈶
福
武
教
育
文
化
振
興
財
団

◎
お
母
さ
ん
と
、零
歳
か
ら
三
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
た
め
の
居
場
所

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
”チ
ャ
ル
ラ
ル
“ク
リ
ス
マ
ス
会
の
ご
案
内

【
日
　
時
】十
二
月
十
二
日（
金
）　

午
前
十
時
三
十
分
～
正
午

【
場
　
所
】赤
磐
市
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー一
階
相
談
室

【
参
加
費
】一
世
帯
百
円

【
内
　
容
】

　
オ
カ
リ
ナ
ミ
ニ
ミ
ニコ
ン
サ
ー
ト・大
型
紙
芝
居・ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
。

　

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
人
は
、十
二
月
五
日
ま
で
に
、申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー“
チ
ャ
ル
ラ
ル
”は
お
母
さ
ん
と
、零
歳
か
ら
三
歳

　

ま
で
の
子
ど
も
の
た
め
の
居
場
所
で
す
。

　

毎
週
月・火・金（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、赤

　

磐
市
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
一
階
相
談
室
で
、赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

セ
ン
タ
ー
が
、赤
磐
市
の
委
託
を
受
け
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　【
連
絡
先
】

　

○
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　

☎（
９
５
５
）５
０
３
１

　
　

〒
７
０
９–

０
８
１
６　

赤
磐
市
下
市
一一五
ノ
二

このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課公聴広報係  ☎955-4770

岡
山
県
生
涯
学
習
大
学
主
催
講
座

　「
古
代
の
備
前
地
域

　
　
　
　
―
赤
磐
の
歴
史
―
」の
実
施
報
告

　

九
月
十
四
日
か
ら
十
月
十
八
日
に
か
け
て
五
回
の
短
期
集
中
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。受
講
応
募
者
多
数
の
た
め
、抽
選
に
よ
り
四
十

人
が
赤
磐
市
の
歴
史
を
中
心
と
し
た
内
容
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
三
回
に
行
っ
た
岡
山
市
教
育
委
員
会
の
乗
岡
実
氏
に
よ

る
講
演「
瓦
か
ら
な
に
が
わ
か
る
か
」は
、岡
山
県
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
の

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、残
念
な
が
ら
今
回
受
講
で
き
な
か
っ
た

人
も
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.pal.pref.okayam
a.jp/kouza/nobi/index.htm

l

赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
案
内

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
ご
み
を
燃
や
す
こ
と
を

野
焼
き
と
い
い
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。一
般
家
庭
ご
み
の

焼
却
は
、ほ
と
ん
ど
野
焼
き
に
該
当
し
ま
す
。

　

野
焼
き
が
例
外
的（
河
川
敷
・
道
路
の
草
焼
き
な

ど
）に
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、燃
や
し
た
と
き
に

発
生
す
る
煙
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
含
ま
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、に
お
い
が
洗
濯
物
に
つ
い
た
り
、部
屋
に

入
る
の
で
窓
が
開
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、ぜ
ん
息
な
ど
の

病
気
の
人
に
は
大
変
つ
ら
か
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
ご
み
と
し
て
出
す
か
、草
木

の
場
合
は
、た
い
肥
に
す
る
な
ど
工
夫
し
て
、野
焼
き
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

本
庁
環
境
課
お
よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課

ご
存
知
で
す
か
？

野
焼
き
は
違
法
で
す
！



栄養委員の栄養委員の栄養委員の

一口メモ一口メモ一口メモ
山　陽　支　部

◆材料
　●卵…8個　●はんぺん…２枚
　●だし汁…１カップ　●みりん…大さじ１
　●砂糖…大さじ４　●塩…小さじ１

◆作り方
①　材料を全てミキサーに入れてかくはん
　　する。
②　天板にオーブンシートを敷いて①を流し
　　170度で20分から25分焼く。
③　すのこ（あれば鬼すだれ）に焼き目を上
　　にしておき、巻き始めに、1㌢間隔で3本
　　浅く切り目を入れてから巻いていく。
④　輪ゴムで両端と中央をきっちり止めて
　　冷ます。

だて巻き
　だて（派手）な巻き卵として、お節など
晴れがましい料理に使われてきた、「だて
巻き」の簡単な作り方を紹介します。

　お正月は年神様を迎え、おまつりする
儀礼です。料理を作り置きするのは、神様
がいるときに台所を騒がせてはならない
という考えによるものといわれています。
　最近はお節料理を作る家庭が少なくな
っているようですが、地域の郷土料理や
伝統食などの食文化を大切にし、次の世
代へ継承していくことも必要ではないで
しょうか。

簡
単
な
の
で
、皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。
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ヤ
ン
グ
山
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
森
信
輔
監
督
、・泉
登
志
男

コ
ー
チ
）は
、十
月
二
十
五
日
～
十
一
月
一
日
に
新
見
市
ピ
オ
ー

ネ
球
場
で
開
か
れ
た
秋
季
岡
山
県
学
童
軟
式
野
球
新
人
大
会

で
、創
部
三
十
一年
目
で
見
事
、初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
グ
山
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
優
勝
候
補
の
チ
ー
ム
を

次
々
と
接
戦
で
倒
し
、決
勝
戦（
Ｖ
Ｓ
笠
岡
中
央
少
年
野
球

団
）で
は
、快
速
エ
ー
ス
佐
々
木
雄
也
君（
石
相
小
五
年
）の
好

投
と
、強
肩
捕
手
岩
本
慎
太
郎
主
将（
山
陽
小
五
年
）を
中
心

と
し
た
堅
い
守
り
で
、二
対
一
の
逆
転
勝
利
で
赤
磐
市
所
属
の

チ
ー
ム
と
し
て
は
初
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

（
ヤ
ン
グ
山
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

初
の
栄
冠
に
輝
く

ヤ
ン
グ
山
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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ま ち の わ だ い

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に

夜
光
タ
ス
キ
と
早
め
の
ラ
イ
ト

交
通
安
全
啓
発
活
動

　
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
最
終
日
の
九
月

三
十
日（
火
）、磐
梨
中
学
校
で
、自
転
車
で
下

校
す
る
生
徒
へ
二
種
類
の
夜
光
反
射
材
を
配
り
、

赤
磐
署
、赤
磐
交
通
警
察
協
助
員
が「
日
暮
れ

が
早
く
な
っ
て
い
る
の
で
運
転
に
は
気
を
付
け

て
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、十
月
二
十
四
日（
金
）、下
市
上
橋
交

差
点
で
、赤
磐
署
や
赤
磐
交
通
警
察
協
助
員
、

赤
磐
運
行
管
理
者
協
議
会
な
ど
の
参
加
に
よ

り
、「
夕
暮
れ
時
は
大
変
危
険
で
す
。ラ
イ
ト
の

点
灯
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
」と
、ド
ラ
イ
バ

ー
に
呼
び
掛
け
を
し
ま
し
た
。

若
人
に
食
育
！

外
食
世
代
の
健
康
づ
く
り
事
業

　
十
月
十
四
日（
火
）、市
内
の
農
業
大

学
校
で
、市
栄
養
改
善
協
議
会
が
一
年
生

三
十
六
人
を
対
象
に
食
事
バ
ラ
ン
ス
の
大

切
さ
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
青
年
期
の
年
代
を
対
象

に
、生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
り
食
生
活
が

乱
れ
る
状
況
が
起
こ
り
や
す
い
こ
と
、ま

た
、コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
外
食
を
頻
繁
に
利

用
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、正

し
い
食
品
選
択
の
知
識
を
習
得
し
、外
食

を
利
用
し
た
場
合
で
も
健
康
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
食
事
診
断
で

は
、極
端
に
野
菜
摂
取
量
の
少
な
い
人
が

い
る
反
面
、塩
分
、タ
ン
パ
ク
質
、脂
質
過

剰
の
人
も
い
ま
し
た
。大
多
数
の
学
生
は
、

「
朝
ご
は
ん
を
毎
日
食
べ
る
」「
夕
食
を

控
え
め
に
食
べ
る
」な
ど
と
い
っ
た
生
活

習
慣
の
改
善
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。

▲食育SATシステムによる
　コンピューター診断の様子

◀
下
市
上
橋
交
差
点
で
街
頭
活
動

百
歳
お
め
で
と
う

小
坂
　
春
惠 

さ
ん（
和
田
）

　
十
月
二
十
二
日（
水
）、荒
嶋
市
長
ら

が
、こ
の
日
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
小
坂

春
惠
さ
ん
の
自
宅
を
訪
れ
、市
と
県
か

ら
記
念
品
や
花
束
を
贈
り
祝
福
し
ま
し

た
。

　
小
坂
さ
ん
は
、同
所
で
生
ま
れ
、警
察

官
を
し
て
い
た
夫
の
仕
事
の
都
合
で
朝

鮮（
現
韓
国
）に
渡
り
、終
戦
ま
で
暮
ら

し
た
後
帰
国
。農
業
を
し
な
が
ら
二
人

の
娘
を
育
て
ま
し
た
。現
在
も
膝
の
痛

み
は
あ
る
も
の
の
健
康
で
、庭
の
草
取

り
を
日
課
と
し
て
い
ま
す
。

　
長
生
き
の
秘
け
つ
を
お
聞
き
す
る
と
、

「
お
い
し
く
何
で
も
い
た
だ
く
こ
と
」と

答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
犯
罪
に
遭
わ
な
い
、

　
　
　
起
こ
さ
せ
な
い
！
」

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

　
十
月
十
日（
金
）、市
役
所
お
よ
び
吉
井

支
所
で「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間
」

（
十
月
十
一
日
～
二
十
日
）に
合
わ
せ
て
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
赤
磐
警
察
署
管
内
で
は
、九
月
中
に

二
十
六
台
の
自
転
車
が
盗
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
十
五
件
が
施
錠
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。短
時
間
の
駐
輪
で
も
、

必
ず
二
重
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

　
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、犯
罪
を

あ
き
ら
め
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。自

転
車
も
家
の
鍵
も
二
重
ロ
ッ
ク
で
、自
分
の

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▲市長から花束を受け取る小坂さん
　「ボケ防止に数字パズルをしています」

▶
磐
梨
中
学
校
で
夜
光
反
射
材
配
布

◀
私
た
ち
の
目
が
ま
ち
を
守
り
ま
す
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月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、十
二

月
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。四
月
号

か
ら
報
道
委
員
会
の
ご
意
見
を
参
考
に

特
集
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

四
月
号
は「
赤
磐
市
誕
生
か
ら
三

年
」、六
月
号
は「
快
適
で
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」、七
月
号
は「
乗
っ
て
み
よ
う

市
民
バ
ス
」、八
月
号
は「
ゆ
と
り
と
潤

い
に
出
会
う
図
書
館
」、九
月
号
は「
防

災
特
集
」、十
月
号
は「
企
業
・
名
所
を

巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
」、十
一
月
号
は「
心
に

マ
ナ
ー
を　
そ
し
て
住
み
よ
い
赤
磐
市

へ
」、そ
し
て
今
月
は「
み
ん
な
安
心
し
て

暮
ら
し
た
い
―
障
害
者
週
間
―
」で
す
。

　

ど
の
特
集
も
、伝
え
き
れ
ず
お
知
ら

せ
し
た
い
こ
と
が
ず
い
ぶ
ん
残
っ
て
い

ま
す
。今
回
の
作
業
所
訪
問
も
、た
く
さ

ん
の
お
話
し
と
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、紙
面
の
都
合
で
関
わ
っ

て
い
る
人
々
の
情
熱
を
お
伝
え
し
切
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。本
当
に
残
念
で
す
。

（
え
む・テ
ィ
）

編

集

後

記

火
の
し
ま
つ

　
　
君
が
し
な
く
て

　
　
　
　
　
誰
が
す
る

防
火
ポ
ス
タ
ー
審
査
会

　
十
月
十
六
日（
木
）、市
消
防
団
で
は
、秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
行
事
の
一
環
と
し

て
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
募
集
し
た
防
火

ポ
ス
タ
ー
の
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
審
査
さ
れ
た
作
品
は
全
応
募
総

数
九
百
六
十
一
点
の
中
か
ら
各
校
の
審
査
を

経
た
も
の
で
、ど
の
作
品
も
力
作
ぞ
ろ
い
で

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、各
賞
は
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
市
長
賞
】　
　
　
　

　
桜
が
丘
中
二
年
　
國
塩
　
美
穂

【
消
防
長
賞
】　
　
　

　
山
陽
西
小
六
年
　
石
川
　
卓
武

【
消
防
団
長
賞
】　
　

　
豊
田
小
五
年
　
　
的
場
　
司
展

【
市
議
会
議
長
賞
】　

　
山
陽
小
四
年
　
　
花
房
　
愛
唯

【
教
育
長
賞
】　
　
　

　
山
陽
東
小
一
年
　
亀
川
　
歩
佳

【
佳
　 

作
】百
四
十
六
点

「
野
菜
料
理
で
元
気
に
な
ろ
う
！
」

山
陽
西
小
保
健
委
員
会

　
十
月
六
日（
月
）、山
陽
西
小
学
校
の
学
校
保
健

委
員
会
で
は
、野
菜
食
堂『
こ
や
ま
』の
店
主
小
山

津
希
枝
さ
ん
を
招
い
て「
野
菜
料
理
で
元
気
に
な
ろ

う
！
」と
題
し
た
講
演
会
と
調
理
実
習
を
行
い
ま
し

た
。講
演
で
は「
一
物
全
体
」命
を
全
部
い
た
だ
く
と

い
う
自
然
食
の
考
え
方
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、児
童
も
参
加
し
て「
野
菜
の
重
ね
煮
」を

調
理
実
習
。合
間
に
は
色
と
り
ど
り
の
野
菜
を
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
り
、野
菜
の
切
り
方
や
包
丁
の
使
い

方
な
ど
を
教
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
調
理
し
ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
は「
素
材
の
味
が
出
て
い
て
お
い
し
か
っ

た
」「
砂
糖
を

使
っ
て
い
な
い

の
に
野
菜
が
甘

か
っ
た
」「
野
菜

が
好
き
に
な
っ

た
」な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
、

旬
の
野
菜
を
使

っ
た
料
理
の
お

い
し
さ
を
再
発

見
し
た
時
間
に

な
り
ま
し
た
。

「
食
」の
大
切
さ
に
思
い
を
こ
め

　
　
　
　
　
食
育
・
基
本
的
生
活
習
慣

　
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー・
標
語
優
秀
作
品
決
定

　
現
在
、市
教
育
委
員
会
が
進
め
て
い
る
食
育
推
進

活
動
の
一
環
と
し
て
、市
内
小
・
中
学
校
、保
護
者
へ

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。ポ
ス
タ
ー

三
百
七
十
七
作
品
、標
語
二
百
五
十
六
作
品
の
応
募

が
あ
り
、各
部
門
の
最
優
秀
元
気
ア
ッ
プ
賞
が
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◎
ポ
ス
タ
ー

　〈
小
学
校
低
学
年
の
部
〉　
　

　
　
山
陽
西
小
三
年
／
石
田
　
菜
摘

　〈
小
学
校
高
学
年
の
部
〉　
　

　
　
山
陽
西
小
四
年
／
小
寺
　
麻
友

　〈
中
学
校
の
部
〉　
　
　
　
　

　
　
高
陽
中
一
年
／
大
槻
　
真
澄

　〈
保
護
者
の
部
〉　
　
　
　
　

　
　
高
陽
中
／
社
　
し
ほ

◎
標
　
語

　〈
小
学
校
低
学
年
の
部
〉　
　

　
　
山
陽
西
小
一
年
／
岩
﨑
　
椿

　
　「
元
気
の
み
な
も
と
あ
さ
ご
は
ん

　
　
　
　
　
も
ぐ
も
ぐ
た
べ
て
　
が
ん
ば
る
ぞ
」

　〈
小
学
校
高
学
年
の
部
〉　
　

　
　
山
陽
小
五
年
／
髙
倉
　
知
愛

　
　「
お
茶
わ
ん
の 

残
り
一
つ
ぶ 

命
の
み
な
も
と
」

　〈
中
学
校
の
部
〉　
　
　
　
　

　
　
高
陽
中
一
年
／
齊
藤
　
真
吾

　
　「
睡
眠
は 

明
日
の
自
分
へ 

バ
ト
ン
パ
ス
」

　〈
保
護
者
の
部
〉　
　
　
　
　

　
　
山
陽
西
小
／
松
永
　
梨
加

　
　「
元
気
な
子 

や
っ
ぱ
り
決
め
手
は 

朝
ご
は
ん
」
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■
別べ
っ
し
ょ
こ
よ
う
せ
き

所
古
窯
跡（
赤
磐
市
中
島
）

　
―
須
恵
器
づ
く
り
の
窯
―

　
赤
褐
色
の
岡
山
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る

「
備
前
焼
」は
、今
か
ら
約
九
百
年

前
か
ら
連れ
ん
め
ん綿
と
生
産
さ
れ
続
け
、

現
在
で
も
器
と
し
て
食
卓
を
彩
り
、

ま
た
芸
術
作
品
と
し
て
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。備
前
焼
な
ど
の
陶
器

が
つ
く
ら
れ
る
以
前
、主
に
古
墳
時

代
か
ら
奈
良
、平
安
時
代
に
、食
器

な
ど
に
用
い
ら
れ
た
焼
き
物
の
主

流
は
、灰
色
に
焼
か
れ
た「
須す

え

き
恵
器
」

で
し
た
。そ
し
て
、古
代
備
前
地
域

は
そ
の
須
恵
器
の
一
大
生
産
地
で
し

た
。須
恵
器
づ
く
り
は
備
前
焼
の
ル

ー
ツ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
須
恵
器
は
、古
墳
時
代
の
五
世

紀
前
半
ご
ろ（
今
か
ら
約
千
六
百

年
前
）、朝
鮮
半
島
よ
り
新
し
く
伝

え
ら
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
焼
き
物
で
す
。ろ
く
ろ
を
用
い
て

成
形
し
、野
焼
き
で
な
く
専
用
の
窯

を
築
い
て
千
度
か
ら
千
二
百
度
の

高
温
で
焼
か
れ
ま
し
た
。日
本
列

島
で
本
格
的
に
須
恵
器
づ
く
り
が

行
わ
れ
た
の
は
大
阪
府
陶す
え
む
ら邑

窯
で

そ
の
後
も
須
恵
器
生
産
の
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。岡
山
県

で
は
総
社
市
奥
ヶ
谷
窯
、和
気
町

戸と
ぜ
い
け

瀬
池
窯
、瀬
戸
内
市
木き
な
べ
や
ま

鍋
山
窯

な
ど
が
、五
世
紀
前
半
か
ら
六
世
紀

半
ば
に
築
か
れ
ま
す
が
、小
規
模
で

短
期
間
の
生
産
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。六
世
紀
後
半
以
降
、瀬
戸
内
市

の
邑
久
古
窯
跡
群
を
中
心
に
大
規

模
な
須
恵
器
生
産
が
行
わ
れ
、都

に
も
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
も
、須
恵
器
を
生
産
し

た
窯
跡
が
み
ら
れ
ま
す
。中
島
に
所

在
す
る
別
所
古
窯
跡
で
、グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
の
南
西
丘
陵
上
に
あ

る
小
池
と
い
う
た
め
池
の
西
岸
斜

面
に
位
置
し
ま
す
。こ
の
窯
跡
か
ら

は
、須
恵
器
の
杯つ
き
ふ
た蓋

、杯つ
き
み身

、甕か
め

な

ど
の
小
片
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
窯
に
残
さ
れ
た
失
敗
作

で
す
か
ら
、重
ね
焼
き
で
器
ど
う
し

が
く
っ
つ
い
て
し
ま
っ
た
も
の
や
、窯

の
壁
土
が
く
っ
つ
い
て
し
ま
っ
た
も

の
が
見
ら
れ
ま
す
。中
に
は
形
が
く

ず
れ
変
形
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
窯
の
時
期
は
採
集
さ
れ
た

須
恵
器
片
か
ら
六
世
紀
中
ご
ろ
と

考
え
ら
れ
、周
囲
に
ほ
か
の
窯
が
築

か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、短
期
間

の
操
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。現
在
、窯
の
痕
跡
は
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
が
、須
恵
器
の
窯
が

丘
陵
の
緩
斜
面
に
つ
く
ら
れ
た
こ

と
が
そ
の
立
地
か
ら
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
他
に
も
磐
梨
古
窯
跡
群
が
あ
り

ま
す
が
、窯
跡
の
詳
細
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。岡
山
県
遺
跡
地
図
に
よ

れ
ば
殿
谷
地
区
に
六
カ
所
の
窯
跡

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、こ
れ
ら
の
窯
で
生
産

さ
れ
た
須
恵
器
は
ど
こ
に
運
ば
れ
、

ど
こ
で
使
用
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。市
内
に
は
集
落
・
古
墳
・
寺
院

の
跡
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、そ

こ
か
ら
出
土
す
る
土
器
や
瓦
、鉄
製

品
な
ど
が
ど
こ
で
つ
く
ら
れ
、ど
こ

か
ら
運
ば
れ
て
来
た
も
の
か
を
知

る
の
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。し
か

し
な
が
ら
、使
用
さ
れ
た
製
品
の
産

地
が
分
か
れ
ば
、当
時
の
物
流
を
知

る
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。そ
の
た

め
に
は
、窯
跡
な
ど
の
生
産
地
お
よ

び
使
用
し
た
側
の
遺
跡
の
出
土
品

に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

▲別所古窯跡遠景（手前が小池）

▲別所古窯跡に立つ案内板

▲別所古窯跡から採集された須恵器片など（山陽郷土資料館蔵）
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